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松
浦
蝋
の
蹴
的
行
動
の
純
困
は
、
其
の
生
析
全
側
に
及
ん
で
ゐ
る
と
云
っ
て
よ
い
。
換
言
す
れ
ば
政
治
，
法
律
、
經

濟
等
に
及
ん
で
ゐ
る
。
ま
づ
其
の
政
治
生
活
に
あ
ら
は
れ
て
ゐ
る
こ
と
か
ら
老
へ
よ
う
。
弘
安
十
年
十
一
月
十
一
日
、

松
浦
戦
の
透
展
及
び
其
の
蝋
的
生
活
一
五

範
園
、
内
容
等
に
就
い
て
老
へ
た
い
。

上
松
浦
無
の
事
は
次
章
に
述
べ
る
。
）

前
回
に
於
て
松
浦
燕
な
る
も
の
は
、
松
浦
源
氏
が
中
心
と
な
り
、
異
姓
の
諸
家
を
糾
合
し
て
、
理
想
上
の
一
大
氏
族

團
鰐
を
形
成
し
た
も
の
で
、
事
溌
上
の
一
家
一
系
の
剛
僻
で
は
な
い
所
以
を
述
べ
た
。
そ
し
て
吉
野
時
代
か
ら
素
町
時

代
に
か
け
て
、
腿
登
城
的
會
盟
を
行
っ
て
、
聯
照
規
約
〃
締
結
し
て
ゐ
る
事
を
述
べ
た
。
今
進
ん
で
其
の
灘
的
行
動
の

範
園
、
内
容
等
に
就
い
て
老
へ
た
い
。
（
前
川
と
同
様
に
以
下
松
浦
無
と
稲
す
る
の
は
、
下
松
浦
蹴
の
こ
と
で
あ
っ
て

松
浦
薫
の
發
展
及
び
其
の
黛
的
生
活

第
四
章
黛
的
生
活

二
）
・
政
治
上
に
於
け
る
黛
的
生
活

長
沼
賢

（
中
）

海

Ｊ
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Ⅲ

事
件
の
内
容
は
詳
か
で
な
い
が
、
下
松
涌
煎
一
族
二
十
餘
人
が
一
同
鎌
倉
に
川
府
し
て
、
所
領
一
回
の
事
に
開
し
て

訴
訟
を
な
さ
う
と
し
た
の
は
、
蒙
古
合
戦
恩
蛍
に
開
す
る
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か
。
恩
批
に
開
す
る
訴
へ
と
號
し
て
は

穂
當
で
な
い
か
ら
、
文
面
の
如
く
所
領
の
訴
訟
を
名
と
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
弘
安
九
年
十
月
十
九
日
．
幕
府
は

恩
賞
に
預
る
べ
き
人
数
の
交
名
及
び
田
歎
註
文
を
令
し
、
其
の
分
付
方
を
少
戴
、
大
友
剛
氏
に
下
知
し
て
ゐ
る
。
（
大

友
家
文
書
）
少
式
大
友
は
旨
を
奉
じ
、
正
雄
元
年
（
弘
安
十
一
年
）
十
月
三
日
鳥
津
、
志
饗
等
、
蝿
後
、
朧
摩
等
の
豪

族
に
對
し
て
恩
賞
を
配
分
し
て
ゐ
る
。
（
諸
家
の
文
普
に
散
見
す
）
然
る
に
蒙
古
合
戦
に
依
て
最
も
損
害
を
被
る
こ
と

多
く
、
自
然
戦
功
も
多
か
っ
た
肥
前
の
諸
氏
に
對
し
て
は
翌
正
應
二
年
三
月
に
至
っ
て
、
始
め
て
同
國
の
榊
埼
庄
を
分

松
浦
蝋
の
發
腿
及
び
其
の
蹴
的
喉
活

前
述
江
守
爲
時
と
い
ふ
（
恐
ら
く
繊
西
奉
行
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
者
）
務
か
ら
、

左
術
門
入
道
（
二
階
堂
行
忠
か
）
に
宛
て
た
注
進
状
と
も
い
ふ
べ
き
左
の
文
諜
が
、

つ
Ｃ
Ｏ参

一
上
候
、
以
此
旨
可
有
御

弘
安
十
年
十
一
月
十
一

進
上
平
左
術
門
入
道
殿

肥
前
剛
御
家
人
、
松
浦
一
族
御
脚
飛
地
頭
等
二
十
除
人
、
依
伽
価
一
側
訴
訟
事
、
令
参
上
之
曲
．
令
巾
候
之
鹿
、
鋲

西
地
頭
御
家
人
、
不
可
毒
一
向
之
旨
、
去
弘
安
八
年
十
月
十
七
日
、
被
下
御
教
響
候
之
州
，
雌
令
相
榊
候
、
彼
飛
訴
訟

（
岬
ジ

難
鮎
止
之
山
、
依
之
歎
申
候
、
一
族
中
、
志
佐
三
郎
兵
術
尉
繼
法
師
、
打
川
次
郎
深
法
師
、
山
代
又
三
郎
柴
等
、
令

毒
一
上
候
、
以
此
旨
可
有
御
披
露
候
、
爲
時
恐
悦
謹
言

弘
安
十
年
十
一
月
十
一
日

前
速
江
守
爲
時
（
花
押
）

一
一
ハ

幕
府
の
政
所
別
徽
と
服
は
れ
る
平

山
代
松
油
文
書
の
中
に
見
え
て
ゐ

▲

＝



配
し
て
ゐ
る
。
惟
ふ
に
い
よ
ノ
、
恩
賞
の
行
は
れ
ん
と
す
る
に
際
し
、
つ
ひ
に
彼
等
は
獣
止
し
が
た
く
、
二
十
餘
人
一

探
し
て
超
ち
、
志
佐
、
有
田
、
山
代
の
三
氏
を
代
表
と
し
て
毒
府
せ
し
め
た
も
の
で
あ
ら
う
ｏ
洲
崎
荘
配
分
が
翌
持
年

涯
現
し
た
の
も
、
一
は
之
れ
等
の
通
勤
が
功
を
奏
し
た
も
の
と
も
思
は
れ
る
。
一
千
餘
人
一
探
し
て
鎌
倉
に
推
参
す
る

こ
と
を
止
め
た
の
は
、
幕
府
が
鯛
防
上
萬
一
を
恐
れ
て
、
多
数
豪
族
が
一
時
に
参
府
し
て
國
防
を
忽
が
せ
に
す
る
こ
と

を
止
め
た
の
で
、
是
非
な
く
代
表
者
を
逢
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
猫
ほ
蒙
古
の
戦
役
と
松
浦
燕
と
の
關
係
を
、
他
の
豪
族

と
こ
の
戦
役
と
の
關
係
に
比
す
る
に
、
少
し
く
事
怖
の
異
る
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
他
の
豪
族
の
多
く
は
、
蒙
古
に

依
て
侵
略
さ
れ
た
土
地
と
は
、
所
価
關
係
が
少
か
つ
た
。
然
る
に
松
浦
蹴
は
直
接
自
分
の
所
領
を
犯
さ
れ
た
者
が
多
か

っ
た
で
あ
ら
う
。
蒙
古
侵
略
の
被
害
の
妓
も
烈
し
か
っ
た
垂
岐
剛
に
は
、
多
く
の
松
浦
蕪
は
土
地
所
有
に
就
い
て
關
係

す
る
所
が
あ
っ
た
。
此
件
に
就
い
て
は
、
本
年
度
の
木
御
大
向
の
誰
演
に
も
憩
見
を
述
べ
た
。
他
日
更
ら
に
蛾
稲
を
披

露
し
た
い
。
叉
平
戸
、
五
腸
方
面
も
多
少
の
使
略
を
受
け
た
か
も
知
れ
な
い
。
膨
鵬
は
い
は
ず
も
が
な
で
あ
る
。
從
っ

て
其
の
恩
費
は
他
の
豪
族
に
對
す
る
も
の
と
は
稲
野
趣
き
が
迷
っ
て
ゐ
た
。
成
程
松
油
蹴
は
掴
筈
を
被
る
こ
と
が
多
か

っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
，
岡
家
の
爲
め
の
功
労
は
瞳
に
、
領
の
爲
め
の
功
捗
で
あ
っ
た
と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
併

し
事
灘
被
っ
た
彼
等
の
批
霧
は
他
の
群
よ
り
も
多
か
っ
た
と
恩
は
れ
る
か
ら
、
行
覚
に
は
其
の
鮎
も
老
へ
ら
れ
た
で
あ

ら
う
。
之
れ
等
の
複
雑
な
事
怖
が
彼
等
の
行
批
を
直
ち
に
は
決
し
難
く
、
そ
れ
が
松
浦
蝋
を
し
て
、
一
擁
し
て
訴
へ
し

め
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

其
後
何
事
候
哉

松
浦
蝋
の
躍
展
及
び
其
の
蝋
的
生
活
一
七

I
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１
１

知
、
亜
平
は
同
系
川
等
に
所
見
が
な
』

一
端
を
見
は
す
恰
好
の
史
料
で
あ
る
。

右
の
諜
壯
の
韮
出
入
た
る
迷
江
守
は
北
條
時
政
で
あ
ら
う
か
。
大
賊
次
郎
は
鎭
西
奉
行
少
武
（
武
藤
氏
）
の
被
宵
で
Ｌ

も
あ
っ
た
ら
弓
か
。
六
波
羅
奉
行
の
被
宵
と
す
る
方
が
、
文
耕
の
内
容
を
解
す
る
に
便
利
の
や
う
に
旭
ふ
が
、
大
賊
姓

は
九
州
に
多
い
の
で
あ
る
か
ら
、
矢
碓
り
鋲
西
奉
行
人
の
幕
下
の
考
と
解
す
べ
き
や
う
で
あ
る
。
内
容
は
松
浦
難
五
家

の
者
が
一
撲
し
て
鎌
倉
に
訴
へ
川
で
・
所
価
安
堵
を
要
誌
し
た
こ
と
が
あ
る
ら
し
く
、
幕
府
は
其
の
諸
ひ
を
ゆ
る
し
、

彼
等
の
所
仙
を
安
堵
し
て
蹄
叫
せ
し
め
、
別
に
松
浦
蝋
の
舞
蕊
で
あ
る
御
厨
莊
の
伽
家
某
宮
の
臓
使
を
關
來
に
下
向
せ

し
め
て
、
事
件
の
内
容
に
つ
い
て
問
注
す
る
所
が
あ
っ
た
や
う
で
あ
る
。
而
し
て
事
件
の
内
容
が
右
に
述
べ
る
が
如
き

も
の
で
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
此
の
交
替
に
擁
り
、
松
浦
蝋
が
武
家
政
治
の
發
展
に
際
し
て
、
御
厨
の
莊
内
に
於
け
る

彼
等
の
所
仙
に
就
い
て
、
一
撲
し
て
行
動
せ
る
こ
と
前
登
記
弘
安
十
年
の
時
と
同
じ
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
定
し
得
る
や

う
で
あ
る
。
壷
岐
吉
野
氏
本
松
祁
系
側
に
擦
れ
ば
、
満
は
御
厨
執
行
、
披
は
峯
五
郎
，
園
は
山
代
源
六
で
あ
ら
う
か
。

知
、
重
平
は
同
系
刷
等
に
所
見
が
な
い
。
次
に
示
す
青
方
文
書
の
一
通
は
亦
松
浦
灘
の
政
治
上
に
於
け
る
灘
的
行
動
の

恩
賞
不
足
段
、
於
子
公
方
可
被
申
之
由
事
、
不
可
有
子
細
之
旨
・
一
族
一
撲
所
候
也
、
恐
堂
誰
言

抑
肥
前
剛
松
洲
蹴
硫
脾
披
．
胴
、
知

守
哩
と

關
來
途
川
注
候
畢
，
典
間
班
、
定

正
治
元
十
一
月
二
日

大
赦
次
郎
殿

松
浦
燕
の
覆
腱
及
び
其
の
砿
的
生
活

前
剛
松
洲
蹴
硫
脾
披
．
凧
、
知
如
ｖ
本
可
令
安
垳
之
曲
被
仰
、

守
哩
と

途
川
注
候
畢
，
其
間
事
、
定
令
小
候
欺
、
毎
那
期
後
信
候
、

１
１

一
八

賜
身
暇
．
所
令
下
向
候
也
、
且
楢
恥
御
使
下
向
、

恐
舞
識
言

逹
江
守
御
判

●

ー



青
方
孫
四
郎
殿

前
に
述
べ
た
度
だ
の
聯
飢
規
約
は
、
公
私
に
就
い
て
、
一
投
の
衆
が
柵
断
、
車
行
す
る
こ
と
を
蝿
さ
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
こ
上
に
青
方
孫
四
郎
か
暦
雌
年
中
、
南
北
の
戦
に
於
け
る
恩
髄
に
不
平
あ
り
、
之
れ
を
幕
府
（
公
方
）
に
訴
へ

ん
と
し
て
，
波
め
蝋
の
評
議
に
附
し
た
結
果
、
一
蹴
一
撲
と
し
て
青
方
氏
の
新
行
動
を
承
認
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
こ

上
に
一
撲
を
代
表
す
る
惜
と
知
と
い
ふ
人
物
の
系
統
が
不
明
で
あ
る
か
ら
、
勢
と
土
に
い
ふ
一
難
は
下
松
浦
熊
と
い
ふ

總
一
挨
を
代
表
し
て
ゐ
る
の
か
、
或
は
宇
久
雛
と
い
ひ
、
青
方
蝋
と
い
ふ
蹴
内
の
一
ブ
ロ
ッ
ク
を
代
表
し
て
ゐ
ろ
の

か
、
不
明
で
あ
る
。
多
分
後
者
に
脇
す
る
も
の
で
あ
ら
う
。

叉
青
方
文
書
の
中
に
、
次
の
如
き
祥
状
が
あ
る
。

松
浦
青
方
次
郎
四
郎
亜
、
同
祁
崎
彌
三
郎
能
巾
、
抑
制
乗
船
粧
米
已
下
雑
物
曲
事
、
訴
状
如
此
、
早
可
被
明
仰
之

由
、
一
投
所
候
也
、
恐
荏
諌
言

Ｑ

五
月
九
日

塒
尚
（
花
抑
）

披
（
花
抑
）

伊
繭
里
又
次
郎
殿

之
れ
に
對
す
る
伊
醐
里
氏
の
返
答
吉
と
恩
は
れ
る
も
の
が
、
ま
た
同
文
盤
の
中
に
あ
る
。
左
に
之
れ
ぞ
示
さ
弓
。

松
浦
鯉
の
撤
展
及
び
其
の
蹴
的
籠
活
一
九

厩
應
二
十
二
月
汁
五
日

I

ｔ
ｌｉ知

（
花
押
）

（
花
抑
）

１
１
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松
浦
蕪
の
礎
腱
及
び
其
の
溌
的
喉
活
二
○

へ
苛
方
）
へ
三
郎
）
へ
巾
ジ

ロ
ロ
次
郎
Ⅲ
郎
亜
、
井
抑
崎
彌
□
口
能
口
抑
瀞
乗
船
狼
米
川
□
□
口
去
月
十
四
日
、
御
書
下
雌
到
来
、
□
口
不
付
本

へ
研
栗
》

解
胱
候
之
川
、
不
存
知
□
口
趣
候
、
所
詮
、
以
何
故
、
可
令
抑
□
口
船
根
米
哉
、
雌
跡
形
不
疫
候
、
□
□
口
外
非
分

訴
訟
之
條
、
爲
向
後
、
可
被
庭
野
訴
之
谷
、
□
□
□
口
恐
盈
諌
言

正
平
九
年
七
月
十
六
日
源
建
（
花
）

前
の
文
書
は
青
方
砿
、
祁
埼
能
の
川
人
の
乘
船
を
掠
奔
し
た
と
い
は
れ
る
伊
闘
聰
叉
次
郎
の
非
行
に
對
し
、
松
浦
蕪

が
一
擁
し
、
其
の
代
表
者
た
る
篤
尚
及
び
披
の
川
人
が
、
之
れ
を
伊
醐
皿
氏
に
對
し
て
抗
議
し
た
文
苦
で
あ
る
。
伊
繭

里
氏
は
松
浦
城
の
有
力
な
る
一
家
で
あ
っ
て
、
伊
醐
里
交
祥
今
に
存
し
、
山
代
氏
と
な
ら
び
、
境
を
接
し
、
今
の
伊
寓

里
町
地
方
を
根
擦
地
と
し
て
ゐ
た
弧
豪
族
で
あ
る
。
祁
崎
氏
は
能
と
い
ふ
一
宇
名
を
孵
し
て
ゐ
る
と
こ
ろ
か
ら
見
る

と
、
松
浦
氏
で
あ
る
や
う
で
も
あ
り
、
或
は
特
に
松
洲
氏
を
孵
し
て
一
投
に
加
照
し
て
ゐ
た
者
で
あ
る
や
う
に
も
恩
は

れ
る
。
併
し
他
の
文
書
に
は
あ
ら
は
れ
て
来
な
い
か
ら
、
自
然
其
の
根
擴
地
も
判
然
し
な
い
。
或
は
青
方
氏
と
共
に
迦

難
し
た
の
で
、
一
時
的
に
加
盟
し
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
さ
て
一
擁
が
代
表
群
を
し
て
、
直
接
伊
闘
皿
氏
に
抗
議
せ

し
め
る
と
同
時
に
、
探
題
か
或
は
征
西
府
簡
か
に
訴
へ
川
た
ら
し
く
、
前
の
文
書
に
訴
状
と
あ
る
は
、
そ
れ
を
指
し
て

ゐ
る
の
で
あ
ら
う
。
征
西
府
宮
か
ら
書
下
を
以
て
之
れ
を
伊
寓
里
氏
に
迩
逹
し
、
そ
の
陳
嶽
を
求
め
、
そ
れ
に
對
す
る

伊
寓
里
氏
の
陳
状
が
、
後
の
文
書
で
あ
一
。
ら
し
い
。
後
の
文
書
は
正
平
の
年
號
を
川
ひ
て
ゐ
る
か
ら
、
探
題
の
文
書
で

は
あ
る
ま
い
。
又
伊
寓
里
文
書
に
貞
和
六
年
五
月
十
三
日
附
源
授
の
軍
注
状
が
あ
る
が
、
建
と
い
ふ
名
は
同
文
書
に
は

所
見
が
な
い
。
或
は
建
は
授
の
一
族
か
、
猫
ぼ
不
明
で
あ
る
。
そ
れ
は
と
に
か
く
、
伊
蔑
里
氏
の
飢
暴
（
？
。
）
に
對

1
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綾
、
財
産
相
続
等
に
鮒
す
る
紛
糾
、
其
の
他
網
代
に
開
す
る
争
論
等
に
就
い
て
黛
的
虚
分
が
亦
多
く
行
は
れ
て
ゐ
る
事

が
、
青
方
文
書
の
中
に
見
え
て
ゐ
る
。
次
の
文
諜
の
示
す
宿
浦
の
某
人
の
迩
跡
相
絨
は
總
一
挟
内
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
決

議
を
経
て
ゐ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
可
な
ｈ
興
味
の
多
い
も
の
で
あ
る
。
即
ち
有
河
、
青
方
等
五

鳥
西
浦
目
の
一
撲
に
鰈
て
、
右
迩
跡
の
庭
分
は
典
、
派
、
練
の
三
人
の
利
迩
に
沢
せ
ら
れ
て
ゐ
た
か
、
猫
ほ
青
方
中
心
の

ブ
ロ
ッ
ク
（
西
浦
目
の
人
舞
）
の
み
の
決
議
を
以
て
し
て
は
、
剛
ろ
不
安
で
あ
る
と
な
し
、
そ
の
隣
接
ブ
ロ
ッ
ク
に
し

て
、
鮫
も
此
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
附
係
の
多
い
宇
久
脇
ブ
ロ
ッ
ク
の
承
認
を
得
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

（
侭
ぐ
）
（
蒋
雌
）

猜
浦
か
う
あ
み
が
あ
と
の
事
に
よ
て
、
布
河
、
あ
を
か
た
の
人
堂
の
御
さ
は
く
と
し
て
、
ぜ
う
ノ
、
ら
き
よ
候
と
い

へ
ど
も
、
な
ほ
も
て
心
ゑ
が
た
き
し
さ
い
ら
な
ど
候
之
Ⅲ
、
か
さ
紅
て
た
う
浦
に
ま
か
り
こ
ゑ
、
し
さ
い
な
げ
き
叩

候
と
こ
ろ
に
、
宇
久
、
奈
冊
殿
め
ん
ノ
、
御
こ
ゑ
惟
て
、
御
さ
は
く
候
あ
い
だ
、
た
ぶ
ん
お
ぼ
せ
に
し
た
が
い
候
ぬ
、

（
娘
て
）

た
堕
し
も
と
ま
る
と
巾
候
ふ
れ
一
た
ん
の
事
は
、
お
て
御
さ
た
あ
る
べ
き
よ
し
、
う
け
給
候
あ
い
だ
、
か
さ
ぬ
て
の

松
浦
職
の
磯
腱
及
び
其
の
雛
的
生
活
二
一

し
、
掘
害
を
受
け
た
青
方
氏
等
が
也
接
伊
寓
姫
氏
に
私
の
交
渉
を
な
さ
ず
、
灘
と
し
て
抗
議
し
、
難
と
し
て
訴
訟
を
提

起
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
正
し
く
彼
等
に
依
て
度
共
締
結
せ
ら
れ
た
聯
盟
規
約
の
條
項
が
忠
實
に
守
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
と
云

は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

上
記
の
如
き
恩
従
に
開
す
る
政
治
上
の
問
題
、
叉
は
一
撲
中
の
犯
罪
肴
に
開
す
る
政
治
上
の
問
題
等
の
外
、
跡
目
机

（
二
）
家
督
、
財
産
等
の
相
續
に
關
す
る
掌
的
行
動
Ｇ

１
１
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綾
同

中
通
烏
の
西
岸
、
白
魚
村
の
北
に
宿
ノ
浦
あ
り
、
こ
上
に
宿
浦
と
あ
ろ
は
と
Ｌ
で
あ
ら
う
。
宇
久
、
奈
留
殿
面
荏
越

え
候
て
と
あ
ろ
は
、
剛
氏
は
宇
久
品
中
心
の
一
擁
の
代
表
的
の
者
で
あ
っ
て
、
其
の
捌
き
は
即
ち
宇
久
品
一
撲
の
裁
断

な
る
と
と
勿
論
で
あ
る
。
次
に
左
に
梁
け
る
文
辨
は
術
浦
の
幸
阿
彌
が
跡
に
對
し
て
遡
飢
を
加
へ
た
者
は
志
佐
氏
な
る

こ
と
を
語
る
べ
く
、
自
然
五
冊
西
汕
部
一
投
、
五
烏
宇
久
陽
一
投
の
決
議
は
、
更
ら
に
志
佐
氏
を
含
む
、
総
一
投
の
承

認
を
必
要
と
す
る
と
勿
論
で
あ
る
。
と
上
に
與
，
滿
、
練
、
三
人
と
宇
久
蝿
、
西
湘
部
胴
一
投
と
の
奨
約
の
成
立
し
た

日
、
同
日
總
一
投
が
志
佐
氏
に
對
し
て
其
の
承
認
を
得
べ
き
事
を
、
細
一
投
の
代
表
と
し
て
西
浦
部
一
投
と
契
約
し
た

も
の
で
あ
ら
う
。
若
し
果
し
て
さ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
一
撲
の
組
織
が
全
慨
か
ら
部
分
へ
、
部
分
か
ら
全
慨
へ
と
、

其
の
蕊
的
組
織
機
關
が
、
確
変
に
し
て
有
效
な
る
機
能
を
發
揮
し
て
ゐ
る
と
と
が
明
か
に
示
さ
れ
て
ゐ
る
。

稀
浦
の
突
出
の
屋
敷
、
井
そ
の
前
の
や
し
き
以
下
事
，
今
度
た
ま
ノ
、
さ
ん
く
わ
ひ
候
冊
、
さ
は
く
の
む
ね
に
ま
か

書
状
如
件 松

浦
難
の
凌
腱
及
び
丈
の
瀧
的
生
活
、
一
三

へ
向
俺
）

御
さ
た
待
申
候
ぺ
く
候
、
所
詑
き
や
う
こ
う
に
お
き
て
は
、
い
か
な
る
む
れ
ん
の
き
り
し
と
い
ふ
と
も
，
め
ん
ノ
、

（
推
腫
）

の
御
さ
は
く
方
へ
，
あ
ん
な
い
を
巾
入
候
は
で
、
が
い
に
ま
か
せ
候
事
、
あ
る
ま
じ
く
候
、
価
と
日
の
た
め
に
、
抑

永
徳
三
年
七
月
十
三
日

Ｔ
ｌ
与

在

伊
１
Ｊ

口
邸
〆

酔
“
池

同

』
Ⅶ

判
▼
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西
浦
目
人
糞
御
中

而
し
て
志
佐
氏
は
當
時
細
一
投
中
の
代
表
的
勢
力
者
で
あ
っ
た
。
抑
麦
平
戸
松
浦
氏
の
大
に
起
る
の
は
室
町
中
期
以

後
に
あ
り
、
山
代
の
勢
力
は
巳
に
降
り
坂
に
な
っ
た
と
き
で
あ
っ
た
。
共
の
勢
力
家
に
對
し
、
如
何
に
細
一
投
の
勢
力

を
以
て
し
て
も
説
得
し
難
か
っ
た
と
恩
は
れ
る
。
こ
れ
公
私
取
飢
れ
の
時
分
と
い
ふ
こ
と
を
名
と
し
て
、
一
剛
月
の
猫

撫
を
定
め
、
其
の
後
急
速
（
「
き
ん
そ
く
」
は
急
速
な
る
べ
し
）
の
虚
分
を
約
し
た
の
で
あ
ら
う
。
以
て
叉
か
う
し
た

聯
盟
の
維
持
に
は
、
一
面
に
於
て
多
く
の
困
難
が
あ
っ
た
こ
と
か
一
物
語
っ
て
ゐ
る
。

次
に
雌
永
年
中
平
戸
松
浦
氏
と
青
方
松
浦
氏
と
鵬
、
尾
職
川
脇
の
所
務
椛
に
つ
き
紛
擾
し
、
宇
久
一
投
の
總
伽
宇
久

松
熊
丸
が
主
と
し
て
和
解
に
努
力
し
て
，
剛
者
の
和
議
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
排
迦
な
ら
ば
上
司
の
判
断
に
任
さ
れ

る
べ
き
も
の
が
、
こ
上
に
は
一
投
一
同
の
裁
判
に
依
て
沢
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
藷
し
建
武
以
後
久
し
く
征
西
崎

と
探
題
と
が
對
立
し
、
豪
放
既
に
削
蝶
の
形
勢
に
あ
り
、
足
利
氏
の
威
令
が
充
分
行
は
れ
な
か
っ
た
の
で
、
此
の
種
の

土
地
所
右
椛
の
手
ひ
の
如
き
も
、
開
係
考
が
武
力
に
依
て
決
定
す
る
外
に
通
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
一
投
は

松
浦
蝋
の
溌
腱
及
び
其
の
雛
的
生
活
二
三

（
馴
迦
）

せ
て
、
そ
の
さ
た
諾
き
わ
め
、
し
き
方
に
さ
い
そ
く
せ
し
め
、
り
う
む
の
ま
ｉ
、
さ
た
し
つ
け
申
べ
く
候
庭
に
、
公

へ
虫
喰
）

私
と
り
剣
す
時
分
に
て
候
．
以
後
一
雨
月
中
に
、
此
人
数
参
称
候
て
、
□
□
さ
た
を
き
わ
め
、
き
ん
そ
く
に
、
し
つ

け
申
へ
く
候
也
、
価
爲
後
日
、
抑
書
如
件

永
徳
三
年
七
月
十
三
日
安
（
花
抑
）
重
（
花
抑
）

兇
（
花
抑
）

’
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猫
鵬
烏
は
「
わ
し
じ
ま
」
と
訓
む
べ
き
か
、
今
之
れ
に
比
定
す
べ
き
烏
を
發
兄
し
得
な
い
。
下
尾
漉
島
は
宇
久
陽
の

西
南
方
の
孤
島
美
良
烏
に
常
る
か
、
不
明
で
あ
る
。
道
機
以
下
道
唯
に
至
る
ま
で
は
宇
久
島
一
撲
の
衆
で
あ
ら
う
。
松

熊
丸
の
名
を
妓
後
に
一
段
上
け
て
番
い
て
ゐ
る
所
を
見
る
と
、
其
の
外
の
者
共
は
皆
共
の
配
下
の
一
撲
衆
と
恩
は
れ

る
。
叉
宇
久
蕪
が
特
に
叩
考
の
和
解
に
誰
力
し
た
の
は
青
方
、
平
戸
雨
家
に
雄
も
近
い
關
係
を
有
し
、
且
つ
其
の
島
盈

松
沌
溌
の
發
展
及
び
其
の
鯉
的
生
活
二
凹

鎌
方
時
代
以
来
の
蝋
の
粘
榊
に
支
配
さ
れ
、
一
投
一
蝋
の
衆
議
に
依
て
此
の
和
解
を
確
定
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

肥
前
剛
、
宇
野
御
厨
庄
、
下
松
汕
五
烏
西
浦
目
之
内
、
鵬
島
、
下
足
職
叫
、
剛
烏
辨

（
？
）
（
五
六
字
以
肱
）

平
戸
殿
與
青
方
殿
．
御
争
論
、
將
既
及
大
剛
候
之
間
，
宇
久
松
熊
丸
机
一
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
和
與
畢
、
所
諦
彼

川
脇
之
事
、
於
得
分
者
、
自
先
日
和
定
候
，
牧
井
木
場
、
畑
以
下
群
、
叩
方
可
嬬
和
持
之
山
、
略
令
群
論
罪
、
以

寺
、
）
（
二
字
虫
喰
）

此
下
者
、
円
分
以
後
、
何
様
之
雌
有
諦
状
、
和
互
御
越
訴
、
可
有
停
止
一
川
Ⅱ
Ⅱ
Ｕ
山
、
至
子
後
盈
孵
來
、
御
知
行
、

不
可
有
相
述
山
、
一
同
押
書
之
状
、
如
件

雌
永
什
九
年
五
月
狂
十
三
日

青
方
殿

孔
子
逝
機
（
花
抑
）

（
以
下
述
将
十
五
名
中
略
）

奈
偲
代
通
機
（
花
抑
）

松
熊
丸

逆

雁機
へへ

花花

押押
曹一



あ
る
。
宇
久
氏
の
机
綾
、
山
、
氏
の
相
続
等
に
淵
す
る
衆
議
一
榛
の
契
約
欣
等
が
青
方
文
書
に
散
見
し
て
ゐ
る
。
左
に

か
上
げ
る
も
の
は
そ
れ
で
あ
る
。
宇
久
氏
の
和
絨
争
ひ
の
細
根
溌
断
つ
た
め
、
宇
久
烏
一
投
、
西
浦
部
剛
一
撲
が
合
冊

し
て
契
約
状
を
作
製
し
た
ら
し
く
、
次
に
ま
づ
染
げ
た
の
が
、
そ
の
契
約
状
で
あ
ら
う
。

亜
契
約
宇
久
有
刈
苛
方
一
諾
條

（
今
）口

度
常
浦
の
さ
く
ら
ん
に
よ
て
、
此
浦
盈
の
こ
ら
ず
、
か
た
く
祁
名
を
も
て
か
き
か
へ
、
れ
ん
ぱ
む
候
ぬ
、
尚
以
此

人
す
、
垂
而
巾
定
恢
所
は
、
今
よ
り
後
、
宇
久
殿
の
子
孫
と
が
う
し
て
、
い
か
な
る
人
川
來
候
と
い
ふ
共
、
此
人
す

に
お
い
て
は
、
一
味
Ｍ
心
の
思
を
な
し
、
松
熊
丸
海
と
り
立
川
、
公
私
の
つ
と
め
を
、
は
げ
ま
し
叩
く
く
惟
、
就
夫

此
か
き
か
へ
の
人
ず
の
中
に
、
自
然
の
事
候
は
ん
時
は
、
一
人
の
身
の
上
と
、
ふ
か
く
存
、
い
さ
上
か
、
そ
り
や
く

（
親
疎
）
（
鍬
人
）

し
ん
そ
の
ぎ
な
く
、
一
Ｍ
に
可
申
談
候
、
い
さ
上
か
、
此
中
の
れ
ん
ぱ
む
に
つ
ら
な
り
な
が
ら
、
よ
に
ん
の
と
く
を

せ
ん
人
は
、
此
な
か
を
、
な
が
く
ひ
し
ゆ
つ
、
巾
べ
く
僻
、

松
汕
黛
の
發
腱
及
び
其
の
蝿
的
生
活
二
五

が
宇
久
島
に
近
か
っ
た
に
因
る
も
の
で
あ
ら
う
。
更
ら
に
老
へ
た
い
と
と
は
、
次
に
述
べ
る
通
り
、
松
熊
丸
は
宇
久
蕪

一
撲
に
擁
立
せ
ら
れ
、
且
つ
又
元
服
以
前
で
あ
る
に
も
か
比
は
ら
ず
、
青
方
、
平
戸
耐
家
の
争
議
に
直
接
開
係
し
て
ゐ

る
の
は
、
勿
論
名
の
み
で
あ
っ
て
、
從
際
は
其
の
部
下
の
一
擁
の
衆
議
輿
論
に
依
て
沢
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
此

の
契
約
狄
に
は
松
熊
丸
の
花
押
の
な
い
の
も
、
正
に
其
の
誰
と
す
べ
き
で
あ
る
。

躯
に
政
治
、
訴
訟
に
於
て
の
み
其
の
熊
的
行
動
が
見
ら
れ
た
ば
か
り
で
は
な
い
。
總
傾
の
家
の
家
将
祁
練
の
如
き
、

總
佃
の
一
家
限
り
虚
世
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
對
し
て
ま
で
も
、
蝋
的
行
動
が
碓
滋
に
行
は
れ
て
ゐ
た
の
で

１
１
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１

０

１

松
浦
蝋
の
發
腿
及
び
其
の
蹴
的
生
液
二
六

若
此
條
侭
巾
候
群
、
日
本
六
十
餘
洲
、
大
小
祁
祗
、
別
而
考
八
幡
大
苓
，
天
猟
大
自
亦
天
祁
、
志
自
岐
大
＃
、
淵
嶋

鎭
主
刷
、
雌
大
明
祁
、
御
罰
を
各
可
罷
毅
候
、
価
起
諦
文
契
約
状
如
件

ゑ

雁
・
水
什
年
率
五
月
十
日
逆
機
（
花
押
）

き
た
あ
を
し
ま
く
た
た
か
せ
し
の
く
ま
ば
か
き

智
（
花
押
）
照
（
花
押
）
斑
（
花
押
）
授
（
花
押
）
武

あ
ゆ
か
は
つ
必
み
か
み
あ
り
か
は

（
花
押
）
脆
（
花
押
）
大
榮
（
花
押
）
牧
（
花
押
）

み
の
さ
寺
｝
あ
を
か
た
し
も
あ
り
か
は
ま
つ
涯

兇
源
（
花
押
）
近
（
花
押
）
亜
（
花
押
）
鋤
（
花
押
）

青
方
面
糞
御
中

こ
の
文
沓
の
群
名
者
の
主
要
な
も
の
は
、
有
河
（
今
有
河
村
は
中
迩
烏
の
中
心
部
落
に
し
て
、
右
河
獅
の
濁
尻
に
位

し
て
ゐ
る
。
古
の
有
河
氏
の
根
振
地
で
あ
ら
う
）
あ
ゆ
か
は
（
今
青
方
村
の
南
に
机
河
あ
り
。
こ
れ
あ
ゆ
か
は
氏
の
根

搬
地
で
あ
ら
う
）
青
方
の
三
氏
な
る
べ
く
、
西
汕
目
一
榛
の
代
表
的
の
春
で
あ
ら
う
。
あ
ゅ
河
氏
は
鮎
河
氏
で
あ
ら

う
。
松
汕
文
書
類
（
平
戸
松
浦
家
本
）
に
松
浦
鮎
川
又
六
郎
、
（
貞
和
八
、
九
、
十
五
）
松
浦
鮎
川
六
郎
次
郎
信
（
正

平
十
七
、
十
、
廿
六
）
鮎
川
佃
馬
守
（
應
安
六
、
七
，
十
八
）
に
宛
て
た
文
書
六
通
ば
か
り
が
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
が

ど
こ
の
鮎
川
氏
で
あ
る
か
を
決
定
す
べ
き
も
の
は
な
い
が
、
恐
ら
く
五
島
西
浦
部
の
鮎
川
氏
な
る
べ
く
、
此
の
文
沓
の

あ
ゆ
か
は
腿
と
同
家
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
若
し
果
し
て
然
ら
ば
青
方
氏
等
と
同
じ
く
松
浦
蝋
の
一
家
と
し
て
相
雌
に
活

動
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
布
河
氏
の
文
書
は
未
だ
所
見
に
入
ら
ず
、
其
の
活
動
の
跡
を
察
す
る
こ
と
が
川
來
な
い
。

I
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人
川
の
生
活
に
協
洲
的
、
肺
向
的
分
子
の
蚊
も
必
要
と
せ
ら
れ
る
も
の
は
、
其
の
經
桝
的
方
面
で
あ
ら
う
。
故
に
松

浦
蝋
が
蝋
的
生
祈
を
雌
も
要
求
し
た
の
も
、
其
の
經
濟
的
生
活
方
面
で
あ
っ
た
や
う
で
あ
る
。
次
の
文
末
は
彼
れ
等
の

松
浦
戦
の
發
股
及
び
其
の
蹴
的
雛
活
二
七

う
。
白
魚
氏
は
中
迩
肪
の
市
部
の
西
海
岸
に
あ
り
、
青
方
氏
の
分
族
で
あ
る
こ
と
も
前
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

や
ま
く
ち
殿
の
し
そ
く
、
や
三
郎
殿
、
し
そ
ん
な
ぎ
に
よ
っ
て
、
お
ん
阿
み
た
ぶ
の
、
お
き
状
の
ま
上
、
し
ろ
い
ほ

の
三
郎
二
郎
殿
に
、
ゆ
づ
り
候
事
じ
つ
な
り
、
し
Ａ
そ
ん
人
、
に
い
た
る
ま
で
、
ち
ぎ
や
う
あ
る
べ
く
候
．
も
し
三

（
婿
己

郎
次
郎
殿
の
し
そ
ん
な
く
ぱ
，
あ
ゆ
か
わ
殿
に
、
ゆ
づ
る
ら
れ
べ
く
候
，
浦
中
に
た
れ
人
‐
、
ち
ぎ
や
う
候
共
、
山
口

へ
後
）

殿
を
一
人
い
や
し
き
に
御
そ
だ
て
、
あ
る
べ
く
候
、
よ
て
五
日
の
た
め
に
、
ゆ
づ
り
狄
く
だ
ん
の
ご
と
し

ゑ
い
き
や
う
九
ね
ん
三
月
八
日
山
ｎ
の
や
三
郎
（
花
押
）

さ
つ
く
（
花
押
）
き
よ
し
（
花
押
）
た
う
し
せ
ん
（
花
押
）
の
ふ
つ
な
（
花
抑
）
あ
つ
む

（
花
押
）
す
Ｌ
む
（
花
押
）

さ
て
叉
宇
久
滋
の
薪
も
恐
ら
く
は
此
の
中
に
逓
入
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
此
の
文
諜
を
青
方
氏
に
宛
て
ｋ
ゐ
る
の

は
、
青
方
氏
は
宇
久
青
方
氏
な
る
こ
と
前
稲
に
述
べ
た
如
く
で
あ
っ
て
、
青
方
氏
は
宇
久
氏
の
分
家
に
し
て
、
西
浦
目

の
代
表
的
勢
力
家
な
る
が
故
で
あ
ら
う
。
次
の
跡
目
祁
練
に
州
す
る
文
書
も
、
蒋
通
な
ら
ば
山
同
祁
三
郎
一
人
の
讓
状

で
よ
い
わ
け
で
あ
る
に
も
か
比
は
ら
す
、
さ
づ
く
以
下
七
人
が
群
名
し
て
ゐ
る
。
七
人
は
青
方
一
投
の
代
表
者
で
あ
ら

（
三
）
經
濟
的
生
活
殊
に
漁
業
に
關
す
る
掌
的
理
想

I‘
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I

其
の
文
書
に
・

一
、
せ
ん
日
、
こ
う
し
に
つ
い
て
、
う
ち
の
う
ち
，
あ
い
た
が
い
に
、
御
く
う
じ
の
時
、
さ
し
あ
は
せ
あ
る
べ
き
事
、

か
さ
ね
て
あ
ら
た
め
巾
候
也
、
し
ぜ
ん
の
と
き
は
、
そ
の
ね
し
か
う
は
ん
ふ
ん
□
口
又
は
ん
ぶ
ん
は
、
油
の
中
と

（
合
力
）

し
て
、
よ
り
あ
い
巾
候
て
、
れ
う
そ
く
を
、
か
う
り
よ
く
巾
ぺ
く
候
、
き
や
う
こ
う
に
お
い
て
も
、
こ
の
む
ね
を

あ
る
。

松
沌
燃
の
准
腱
及
び
其
の
蹴
的
喉
活
二
八

生
活
が
経
済
上
い
か
に
耐
御
的
に
規
定
さ
れ
て
ゐ
る
か
を
見
る
に
恰
好
の
養
料
で
あ
る
。
前
條
は
御
く
う
じ
（
御
公
事

か
、
伍
し
公
事
訴
訟
の
意
味
で
は
な
く
、
何
か
・
公
耶
に
依
て
行
は
れ
る
集
称
振
郷
な
ど
を
指
す
の
で
あ
ら
う
）
の
斐
川

の
内
牛
分
は
公
事
を
行
ふ
主
人
公
の
負
循
と
し
，
あ
と
の
半
分
を
浦
中
一
投
の
川
挫
と
定
め
た
も
の
ら
し
い
。
之
れ
歴

舞
の
禽
蝿
で
契
約
さ
れ
た
聯
盟
の
糀
祁
に
擁
る
も
の
で
あ
っ
て
、
此
の
文
脊
中
に
も
特
に
こ
上
に
言
及
し
て
ゐ
る
の
で

ま
ふ
り
て
、
一
人
の
だ
い
じ
の
時
は
、
一
と
う
の
犬
が
う
と
ぞ
ん
ず
べ
き
也
、
も
し
し
ぜ
ん
き
せ
ざ
る
し
き
候
は

ん
と
き
に
、
か
の
け
い
や
く
の
ま
ｋ
、
お
て
そ
の
さ
た
を
い
た
し
叩
ぺ
く
候
也

一
、
く
ば
う
の
さ
っ
し
や
う
の
時
は
、
そ
う
り
や
う
は
ん
ぶ
ん
、
叉
う
ら
の
う
ち
と
し
て
は
ん
ぶ
ん
、
こ
れ
を
先
日

の
ふ
そ
の
さ
だ
め
ら
れ
候
ま
ｋ
た
る
ぺ
く
候
、
よ
て
爲
後
日
、
け
い
や
く
欣
如
件

鵬
・
氷
十
八
年
麸
唯
五
凡
十
六
日

識
（
花
押
）

楽
二
（
花
押
）
脆
（
花
押
）
近
（
花
押
）

文
中
大
が
う
と
あ
ろ
は
大
剛
に
て
、
一
大
事
の
意
で
あ
ら
う
。
後
條
の
「
く
ば
う
の
さ
っ
し
よ
う
」
は
「
殺
生
」

ｌ
■
Ⅱ
Ｆ
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老
へ
ら
れ
る
事
は
、
五
ひ
に
共
同
の
海
を
生
活
の
要
素
と
し
て
ゐ
る
か
ら
の
事
で
あ
ら
う
。
併
し
其
の
海
も
一
度
抑
揚

と
な
る
と
必
ず
し
も
共
同
的
の
も
の
で
な
く
、
特
秘
の
所
有
桃
の
存
在
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
漁
場
の
境
界
を

判
然
と
定
め
る
こ
と
は
、
土
地
の
や
ら
に
は
簡
単
で
な
い
。
又
其
の
所
打
椛
の
州
仰
変
災
も
、
土
地
の
そ
れ
の
如
く
に

は
判
明
し
雌
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
自
然
漁
場
の
境
界
手
ひ
、
所
打
椛
乖
ひ
と
い
ふ
も
の
は
絶
え
な
い
も
の
で
あ
る
。

故
に
海
は
海
上
住
民
を
し
て
共
同
生
活
を
爲
さ
し
む
る
篤
め
に
は
大
な
る
誘
引
と
も
な
り
、
又
障
害
と
も
な
り
得
る
の

で
あ
る
。
言
ひ
換
ふ
れ
ば
、
部
群
紛
争
の
原
悶
と
な
り
易
い
の
で
あ
る
っ
こ
上
に
松
浦
蝋
の
蹴
的
生
活
に
開
し
、
漁
業

に
開
す
る
も
の
が
、
妓
も
多
く
青
方
文
書
に
存
す
る
の
も
偶
然
で
は
な
い
。

松
浦
蝋
の
發
腿
及
び
其
の
瀧
的
生
液
二
九

か
、
「
雑
伽
」
か
、
「
雑
掌
」
か
明
か
で
な
い
。
「
公
方
の
殺
生
」
な
ら
ば
公
の
爲
め
、
味
方
に
損
害
の
あ
っ
た
場
合

と
解
す
べ
く
、
「
公
方
の
雑
餉
」
な
ら
ば
公
の
爲
め
の
要
會
な
ど
の
あ
っ
た
時
と
解
す
べ
く
、
雑
掌
な
ら
ば
公
方
の
鰯

め
の
何
か
雑
事
務
の
斐
川
と
で
も
解
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
何
れ
に
し
て
哨
油
中
の
一
投
衆
と
、
浦
中
の
一
擁
の
總
彼
と

が
半
燕
づ
上
を
負
推
す
る
と
い
ふ
規
定
ら
し
い
。
い
か
に
も
相
互
扶
助
的
な
耐
称
的
な
規
定
と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
「
先
日
の
ふ
そ
の
」
は
「
先
日
の
父
肌
」
の
義
か
、
或
は
「
先
日
鍵
川
」
の
義
か
、
何
れ
に
し
て
も
、
か
上
る
規

定
も
以
前
か
ら
の
規
定
と
見
ら
れ
る
。
恐
ら
く
此
の
時
に
は
此
の
規
約
を
新
た
に
し
て
、
一
撲
の
瀧
的
生
活
を
誰
問
に

海
上
住
民
の
生
活
に
は
肺
禽
的
共
同
生
活
の
主
義
を
含
ん
で
ゐ
る
分
子
の
多
い
事
は
、
諸
種
の
例
を
學
げ
る
こ
と
が

出
来
る
。
而
し
て
其
の
原
因
と
し
て
多
く
の
簡
條
を
畢
げ
る
と
と
が
出
來
る
が
、
今
共
の
主
要
な
る
も
の
Ｌ
一
と
し
て

し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

阜
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’松
浦
蝋
の
發
腿
及
び
其
の
倣
的
生
液
三
○

漁
場
零
論
に
州
す
る
養
料
は
、
漁
村
に
は
悲
だ
多
い
も
の
で
あ
る
が
，
そ
れ
は
殆
ん
ど
近
仙
に
限
ら
れ
て
川
り
、
中

世
に
於
け
る
此
の
趣
の
史
料
は
多
く
な
い
の
で
あ
る
。
砿
に
幸
町
以
前
の
も
の
に
至
っ
て
は
、
管
見
に
入
る
も
の
が
蓬

だ
少
い
。
青
方
文
書
の
巾
の
此
の
極
の
も
の
は
、
漁
莱
州
係
文
献
と
し
て
も
、
稀
布
の
も
の
で
あ
る
。
以
下
之
れ
を
年

代
順
に
細
介
し
、
そ
れ
等
に
あ
ら
は
れ
て
ゐ
る
彼
等
の
城
的
生
活
の
誰
明
を
腱
附
さ
せ
て
ゆ
き
た
い
と
恩
ふ
。

ま
づ
妓
初
の
文
書
は
青
方
蝿
性
が
爽
却
し
た
網
代
に
閥
し
‐
直
、
進
の
朋
人
と
、
能
政
と
い
ふ
者
と
の
祁
諭
に
附
し

宇
久
、
布
河
叩
氏
が
主
と
な
っ
て
、
宇
久
、
青
方
の
叩
一
撲
の
衆
議
に
依
り
和
解
せ
し
め
た
際
の
判
決
状
で
あ
る
。
那

摩
と
あ
る
の
は
、
今
も
中
通
品
の
北
邊
に
那
雌
湾
あ
り
、
赤
演
は
今
も
那
庫
濁
り
史
ら
に
北
方
に
赤
波
江
あ
り
、
こ
上

か
。
「
數
家
」
も
地
名
で
あ
ら
う
と
恩
は
れ
る
が
、
現
在
の
地
州
に
比
定
す
べ
営
所
を
發
見
し
得
な
い
。

（
奴
酎
）

ｎ
Ⅱ
一
方
兇
性
沽
券
状
等
、
直
、
進
与
口
能
阿
祁
論
、
赤
溌
網
代
事
、
柳
及
口
論
之
川
、
宇
久
、
有
河
鰯
左
椰
令
談

合
，
剛
方
理
非
於
以
、
和
談
之
隣
、
世
‘
進
方
に
口
赤
溌
参
一
恭
網
代
‐
井
那
朧
内
波
解
口
之
崎
網
代
、
數
家
之
前
倉

網
代
等
、
一
円
仁
沙
汰
付
罪
、
仙
赤
涜
考
、
叉
六
稀
雌
可
口
直
、
進
方
、
此
上
考
、
於
向
後
、
可
被
成
一
味
同
心
之

思
也
，
若
以
非
分
之
俵
、
亜
及
異
論
、
背
一
撲
之
治
定
之
旨
、
有
逮
捕
之
雌
群
、
任
術
文
事
書
旨
‘
蓮
犯
人
一
一
於
，

宇
久
有
河
中
於
，
永
可
按
川
之
欣
、
如
件

正
平
廿
一
年
八
月
廿
二
日
剰
誇
授
（
花
押
）

全
（
花
押
）
高
（
花
押
）
答
（
花
押
）
墨
（
花
押
）
常
阿
（
花
押
）
蜜
（
花
押
）

次
に
示
す
文
菩
の
意
味
は
明
白
で
な
い
が
、
恐
ら
く
以
下
説
く
が
如
き
も
の
で
あ
ら
う
。
青
方
、
あ
ゆ
河
叩
氏
た
が

●

－
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ひ
ノ
、
の
境
目
に
居
た
（
相
河
、
青
方
は
南
北
に
境
を
接
し
て
ゐ
た
）
兵
衞
四
郎
が
網
一
條
の
漁
業
権
を
Ｈ
得
し
た
。

然
る
に
青
方
、
あ
ゆ
河
雨
氏
之
れ
が
所
務
即
ち
支
剛
樅
（
自
ら
收
税
椎
を
含
め
る
か
）
に
就
い
て
相
乖
つ
た
。
こ
上
に

於
て
西
浦
目
の
一
投
か
衆
議
し
て
仲
裁
裁
判
を
な
し
、
あ
ゆ
か
は
氏
に
對
し
て
は
、
二
度
に
四
十
八
貫
文
を
支
挑
は
し

め
、
以
後
の
所
務
に
對
し
て
異
議
な
か
ら
し
め
た
も
の
ら
し
い
。
其
の
文
書
は

た
が
い
ノ
Ｉ
の
、
さ
か
い
の
ひ
や
う
へ
川
郎
ど
の
に
、
あ
み
い
ち
で
う
．
と
こ
ろ
お
き
ら
は
す
、
ひ
か
れ
候
へ
と
、

（
研
務
）

さ
り
申
さ
れ
て
候
と
こ
ろ
に
、
あ
お
方
ど
の
と
、
あ
ゆ
か
わ
ど
の
と
、
そ
む
の
わ
づ
ら
い
に
な
り
慨
ほ
ど
に
、

▼
■

弓
ら
の
う
ち
の
人
す
、
よ
り
あ
い
巾
候
て
、
さ
は
く
つ
か
ま
つ
ｈ
候
て
、
り
つ
す
ゆ
も
の
こ
さ
ず
、
ゑ
い
た
い
お

か
ぎ
て
、
に
ど
に
四
十
八
く
わ
ん
も
ん
に
、
う
ら
せ
巾
候
□
□

一
、
あ
ゆ
か
わ
ど
の
Ｌ
、
し
そ
ん
と
し
て
、
い
さ
上
か
い
ら
ん
、
わ
づ
ら
い
叩
さ
れ
候
ま
じ
く
候
、
も
し
い
ら
ん
わ

づ
ら
い
申
さ
れ
候
は
ん
と
き
わ
、
こ
の
し
や
う
お
も
て
、
し
１
そ
ん
人
、
に
い
た
る
ま
で
、
御
ち
ぎ
や
う
候
、
よ

て
こ
う
せ
う
の
た
め
に
、
さ
は
く
じ
や
う
．
く
だ
ん
の
ご
と
し

お
う
ゑ
い
二
ね
ん
十
二
月
十
八
日
お
ん
阿
（
花
押
）

ほ
む
る
（
花
押
）
い
さ
む
（
花
押
）
お
う
か
く
（
花
押
）
そ
ん
か
く
（
花
押
）
れ
う
阿

（
花
押
）
・

青
方
‐
あ
ゆ
河
二
氏
は
西
浦
目
の
有
力
者
で
は
あ
っ
た
が
，
部
下
の
一
投
衆
の
仲
裁
裁
判
に
は
從
は
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
右
の
事
件
と
同
じ
や
う
な
漁
業
樅
の
鞭
ひ
が
ま
た
叩
氏
の
間
に
起
っ
た
。
そ
れ
は
や
腿
問
題

松
油
蛾
の
溌
腱
及
び
其
の
蝋
的
生
活
三
一

Ｉ



し
る
（
花

一
、
ば
ん
だ
て
の
事
は
、

ま
に
、
御
ひ
き
候
ぺ
く
候

り
や
う
ゑ
（
花
押
）
お
上
か
く
ゑ
か
く
ぼ
む
る
さ
た
む
か
く
阿
れ
う
阿
（
花
押
）

日
附
の
下
に
箸
名
せ
る
穂
阿
、
し
る
の
剛
人
は
、
仲
裁
者
で
あ
ら
う
、
叉
追
て
許
き
の
如
き
一
條
の
奥
に
、
連
料
せ

る
者
は
有
河
以
下
浦
中
の
一
投
衆
の
代
表
者
で
あ
ら
う
。

次
に
示
す
も
の
は
乖
論
の
叩
常
事
者
の
名
が
あ
ら
は
れ
て
ゐ
な
い
が
、
多
分
青
方
氏
、
相
河
川
氏
に
係
は
る
も
の
で
あ

松
浦
無
の
發
展
及
び
其
の
蝋
的
生
活
三
二

が
大
き
か
っ
た
と
見
え
て
、
西
浦
目
の
他
の
有
力
者
で
あ
っ
た
打
河
氏
が
一
投
衆
と
と
も
に
仲
裁
裁
判
を
し
て
ゐ
る
の

で
あ
る
。
左
の
文
書
に
つ
い
て
見
よ
、
委
細
が
わ
か
る
。

せ
ん
日
あ
を
か
た
ど
の
、
あ
ゆ
か
わ
ど
の
、
こ
あ
み
の
、
御
ろ
ん
候
ほ
ど
に
、
あ
り
か
わ
、
わ
れ
ら
が
，
う
ら
の

（
挿
魚
力
）

う
ち
、
よ
り
あ
い
巾
候
て
、
さ
は
く
叩
候
と
こ
ろ
に
、
弓
き
う
お
の
、
御
ろ
ん
候
あ
い
だ
、
し
よ
せ
ん
さ
か
い

お
、
さ
し
巾
候
、
お
を
か
た
ど
の
１
御
方
は
、
こ
ぎ
て
さ
き
の
う
ら
お
，
う
き
う
お
上
、
御
ひ
き
候
べ
く
候

へ
番
立
）

一
、
ほ
か
の
ば
ん
だ
て
の
、
あ
じ
ろ
の
事
は
、
せ
ん
日
の
ば
ん
だ
て
の
ま
上
、
御
ひ
き
あ
る
べ
く
候
、
す
ゑ
が
す
ゑ

ま
で
、
御
ろ
ん
あ
る
ま
じ
く
候
、
さ
て
ご
日
の
た
め
に
、
あ
つ
し
よ
じ
や
う
、
く
だ
ん
の
ご
と
し

お
う
ゑ
い
五
ね
ん
七
月
六
日

懸
阿
（
花
抑
）

弓
括
候
ハ
図
、
ひ
が
わ
し
に
、
御
ひ
き
候
べ
く
候
、
又
う
お
み
ゑ
ず
候
は
図
、
二
日
は
ざ

押
）

I

』

い
さ
む
（
花
押
）

’



・
青
方
殿

次
の
文
書
の
法
的
内
容
は
汕
中
の
百
姓
な
み
に
、
か
ま
す
網
（
伽
を
捕
る
網
の
意
か
）
一
反
網
（
不
明
）
こ
網
（
不

明
）
二
人
前
を
、
ま
す
だ
と
い
ふ
群
に
典
へ
る
恥
に
決
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
之
れ
に
就
い
て
手
術
の
一
方
は
青
方
氏

松
汕
蹴
の
溌
腱
及
び
其
の
蹴
的
唯
活
三
三

ら
う
。
仲
裁
條
項
の
内
容
は
手
ふ
所
の
二
簡
所
の
網
代
を
へ
年
毎
に
交
代
使
用
す
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
浦
の

網
代
と
ふ
た
つ
が
は
ら
の
網
代
を
一
年
毎
に
交
代
し
て
使
川
す
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
此
の
網
代
は
二
つ
と
も
剛
氏

の
価
海
の
境
目
に
あ
る
も
の
で
あ
ら
う
。

ゑ
ふ
く
る
か
ま
す
あ
ぢ
ろ
の
事
、
一
所
浦
、
一
所
ふ
た
つ
が
わ
ら
、
此
り
や
う
あ
じ
ろ
の
事
、
ま
い
ね
ん
事
む
つ
か

し
く
候
間
、
す
ゑ
ま
で
わ
づ
ら
ひ
あ
る
ま
じ
く
、
候
は
ん
た
め
に
、
一
ね
ん
か
わ
し
に
、
う
ら
、
ふ
た
つ
が
わ
ら
の

あ
じ
ろ
を
、
一
づ
上
、
い
つ
ま
で
も
、
御
ひ
き
候
は
ん
に
、
わ
づ
ら
い
、
あ
る
ま
じ
く
候
た
め
に
、
り
や
う
は
う
に

ｆ

（
抑
＃
）

あ
っ
し
ょ
を
し
た
ｋ
め
、
し
ん
じ
候
、
た
回
し
た
き
の
し
た
は
、
う
ら
の
あ
じ
ろ
に
く
わ
ゑ
候
也
、
よ
て
爲
後
、
あ

つ
し
よ
の
じ
ゃ
う
如
件

唯
永
七
年
二
月
九
日

此
ふ
た
つ
の
あ
じ
ろ
の
事
は
、
ま
い
ね
ん
う
ら
か
ゑ
人
、
、
、
御
ひ
き
候
べ
く
候

脆
（
花
押
）

成
最
（
花
押
）

蝿
源
（
花
押
）

&

1

功
（
花
押
）

稚
阿
（
花
押
）
祁
源
（
花
押
）

勇
（
花
抑
）

’
一



1

松
浦
蹴
の
職
腱
及
び
其
の
蝋
的
生
活
三
四

で
あ
り
、
他
方
は
不
明
で
あ
る
が
、
何
れ
洲
中
の
打
力
群
打
河
、
あ
ゆ
河
、
等
の
中
の
一
人
で
あ
ら
う
。
從
來
の
丈
諜

も
さ
う
で
あ
っ
た
が
、
特
に
此
の
文
書
に
は
、
か
う
し
た
浦
中
一
投
の
合
議
裁
断
は
、
文
書
に
あ
ら
は
れ
た
皿
非
の
詮

議
に
依
て
沢
す
る
よ
り
も
、
村
中
は
即
ち
地
弟
中
で
あ
る
と
い
ふ
却
想
に
生
き
る
こ
と
に
努
め
た
も
の
で
あ
る
。
法
律

的
な
那
非
の
判
断
に
就
い
て
は
或
は
正
営
を
失
ふ
や
う
な
事
も
あ
っ
た
ら
う
。
け
れ
ど
も
一
投
一
蹴
は
全
く
村
の
平
和

の
た
め
、
私
の
利
害
關
係
を
忘
れ
て
以
て
、
披
瀝
し
た
誠
迩
に
對
し
、
争
論
群
双
方
も
同
様
の
続
抑
ぞ
以
て
之
れ
に
雌

へ
て
ゐ
ろ
の
で
あ
る
。
こ
れ
淀
に
、
多
角
形
的
な
、
複
雑
な
内
容
を
右
す
る
松
汕
蹴
か
、
一
蹴
一
撲
と
し
て
、
兎
に

伽
若
干
年
川
、
よ
く
開
僻
を
維
持
し
た
緒
川
の
あ
ら
は
れ
と
し
て
、
こ
れ
等
の
文
諜
に
は
大
な
る
興
味
を
感
ぜ
ず
に
は

ゐ
ら
れ
な
い
。
其
の
文
響
と
い
ふ
の
は
ｂ

か
ま
す
あ
み
、
一
反
あ
み
、
こ
あ
み
の
平
に
付
て
、
ま
□
□
□
ど
の
と
御
ろ
ん
、
な
ん
ぎ
に
お
よ
び
候
川
、
ま
づ
た

９

う
ざ
の
御
ろ
ん
を
、
や
め
候
は
ん
た
め
に
、
こ
の
人
歩
よ
り
あ
ひ
申
候
て
、
も
ん
し
よ
の
り
ひ
を
も
、
さ
し
を
き
候

て
、
一
み
巾
は
か
ら
い
、
巾
候
間
、
さ
だ
め
て
み
の
れ
う
け
ん
も
、
ち
が
ふ
く
く
雌
へ
ど
も
、
し
き
ょ
く
を
ぞ
ん
ぜ

ず
、
條
舞
巾
い
わ
れ
、
さ
お
い
な
く
、
御
返
事
に
あ
づ
か
り
候
、
ま
こ
と
に
も
て
し
か
る
べ
く
悦
存
候
、
随
而
か
ま

す
あ
み
ふ
た
り
夫
へ
、
一
反
あ
み
ふ
た
り
ま
へ
、
と
あ
み
ふ
た
り
ま
へ
の
事
、
ひ
や
く
し
や
う
な
み
に
、
く
ち
ぎ
の

み
ち
を
も
て
、
巾
う
け
峡
て
、
ま
す
た
ど
の
に
付
巾
候
、
し
か
り
と
い
へ
ど
も
、
ま
す
た
ど
の
あ
み
に
い
れ
ら
れ
峡

は
ん
し
も
べ
ど
も
、
ひ
ぶ
ん
の
か
う
ぎ
な
ど
を
、
し
い
だ
し
、
と
く
ぶ
ん
に
付
て
さ
ま
た
け
あ
る
事
候
は
■
、
い
く

。
０
．
。
。

た
び
も
こ
の
人
寺
に
、
う
け
給
候
て
、
御
わ
づ
ら
い
に
、
な
ら
ぬ
や
う
に
、
は
か
ら
い
、
叩
く
く
候
、
尚
荏
一
む
ら

一」



次
に
示
す
文
諜
の
法
的
内
容
は
航
ろ
共
産
的
な
意
味
が
多
い
。
か
せ
の
内
外
と
い
ふ
か
せ
は
鹿
湘
と
で
も
書
く
も
の

か
、
凡
べ
て
五
陽
及
び
肥
前
の
地
方
の
海
上
に
は
、
瀬
が
到
る
所
に
あ
り
、
航
海
に
は
恐
る
べ
き
難
所
で
あ
ら
う
が
、

漁
業
に
は
大
切
な
網
代
が
瀬
の
附
近
に
存
在
す
る
躯
が
多
い
の
で
あ
る
。
雛
一
條
は
、
か
瀬
よ
り
内
の
海
面
で
は
、
先

、
定
め
た
規
則
に
從
ひ
、
そ
れ
よ
り
外
の
海
面
で
は
日
稗
へ
に
交
代
し
て
網
を
引
く
事
を
定
め
て
ゐ
る
。
鰯
二
の
簡
條

は
念
に
魚
族
の
襲
来
を
見
て
網
入
れ
を
す
る
場
合
、
偶
盈
徴
恭
の
許
の
網
の
な
い
場
合
に
は
、
青
方
、
有
河
互
ひ
に
網

を
融
通
し
、
漁
推
は
術
恭
の
背
の
收
入
と
定
め
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
鋪
三
條
は
漁
期
に
な
り
、
網
入
れ
を
し
や
う
と
し

て
、
待
機
せ
る
際
、
魚
知
が
淋
泳
し
て
來
る
の
を
見
届
け
る
と
、
先
き
を
争
っ
て
網
入
れ
を
す
る
。
共
の
際
網
を
先
き

に
引
川
し
た
方
を
一
番
と
し
、
若
し
そ
れ
が
青
方
氏
の
網
で
あ
れ
ば
一
恭
青
方
、
二
恭
布
河
と
な
っ
て
共
の
翌
日
の
網

を
ひ
く
時
は
交
代
と
す
る
一
去
一
を
定
め
て
ゐ
る
。
鋪
川
條
は
解
し
難
い
。
総
じ
て
規
定
は
一
方
的
な
、
不
平
均
な
、
兼
別

的
な
鮎
が
な
く
，
い
か
に
も
共
同
的
で
、
共
榮
的
で
あ
る
所
に
、
Ⅷ
群
の
川
の
平
和
の
絶
對
永
絨
〃
川
し
て
ゐ
る
こ
と

松
浦
蝋
の
發
岐
及
び
其
の
蕪
的
生
活
三
五

０
０
Ｃ
Ｏ
Ｏ
ｏ
○
。
○
。
０
０
Ｃ
Ｏ
０
０
○
０
ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
。
。
Ｏ
ｏ
Ｃ
Ｏ
○
○
○
○
○
○
０
０
○
○
Ｏ

と
巾
と
と
に
は
、
御
を
や
う
だ
い
の
御
事
に
候
州
、
も
ん
じ
よ
の
り
ひ
を
さ
し
お
き
候
て
、
く
ち
ぎ
の
所
ま
う
巾
候

。
○
◎
○
。
Ｏ
○
０
０
Ｏ
○
○

ま
Ｌ
、
御
い
さ
を
い
な
く
候
條
、
返
糞
こ
の
衆
中
に
お
き
て
、
悦
稗
巾
候
、
仙
爲
後
、
抑
菩
欣
如
件

應
水
七
年
二
川
九
日
矧
誇
鱒
（
花
押
）

讃
（
花
押
）
岨
（
花
押
）
逝
晃
（
花
押
）
晃
源
（
花
押
）
存
兇
（
花
押
）
祁
源
（
花

押
）
稚
阿
（
花
押
）
成
景
（
花
押
）

三
〕

８
２
五

三
Ｉ

方
殿

■
■
■
■
■
■
■
Ｅ
■
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ｌ
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Ⅱ

れ
が
あ
ら
は
れ
て
ゐ
る
。

松
浦
戦
の
發
腱
及
び
其
の
燃
的
唯
活
三
六

を
万
収
し
得
る
の
で
あ
る
。
前
の
文
書
に
就
い
て
も
述
べ
た
や
う
に
、
一
撲
の
部
落
は
こ
れ
兄
弟
の
Ⅲ
柄
で
あ
る
と
い

ふ
瀧
赴
に
從
っ
て
、
衆
議
一
決
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
た
い
《
衆
議
に
依
て
叩
乙
を
正
し
て
判
ず
る
と
い
ふ
よ
り
は
、
逝

理
に
從
っ
て
曲
直
を
さ
ば
く
と
い
ふ
、
一
家
一
族
の
和
親
に
立
脚
し
て
卯
か
の
、
私
な
く
、
互
ひ
に
己
れ
を
筌
し
う
し

て
、
以
て
一
投
の
平
和
を
維
持
す
る
と
い
ふ
所
に
亜
き
を
描
い
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
こ
上
に
少
し
く
他
の
参
一
老
史
料
を

紹
介
し
て
置
き
た
い
。
青
方
文
神
の
股
永
三
年
五
月
二
十
四
日
孫
鬼
丸
と
沙
彌
側
心
と
が
連
名
に
て
白
魚
の
沙
汰
に
附

し
て
な
し
た
契
約
状
が
あ
る
。
其
の
文
面
に
「
け
い
や
く
巾
候
う
ゑ
は
、
こ
れ
の
大
事
は
そ
れ
の
大
事
、
そ
れ
の
大
班

は
こ
れ
の
犬
覗
と
ぞ
ん
ぢ
す
べ
く
候
・
依
し
や
ら
い
き
け
い
の
た
め
に
、
け
い
や
く
狄
如
件
」
と
あ
る
。
恰
か
も
融
通

念
佛
の
信
仰
に
、
一
人
一
切
人
、
一
切
人
一
人
と
稲
す
る
が
如
き
も
の
で
あ
る
。
自
他
一
僻
で
あ
り
、
我
汝
一
味
で
あ
る

と
い
ふ
理
想
で
あ
る
。
か
う
し
た
却
想
の
手
近
い
罐
現
は
親
子
の
開
係
で
あ
り
、
家
族
の
關
係
で
あ
り
、
兄
弟
の
關
係

で
あ
る
。
そ
れ
を
今
一
蹴
一
榛
の
上
に
湾
現
す
る
こ
と
を
瀧
是
と
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
親
子
の
關
係
と
い
へ

ど
も
、
ま
た
波
的
法
規
の
上
で
は
、
他
人
と
他
人
と
の
關
係
に
比
せ
ら
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
謂
は
ｒ
法
律
を
以
て
怖
誼

を
抑
へ
、
怖
誼
を
以
て
法
律
を
制
す
る
と
い
ふ
ゆ
き
方
を
し
て
ゐ
る
。
文
字
通
り
怖
に
訴
へ
る
と
と
も
に
理
を
識
し
て

松
浦
城
の
一
撲
を
側
つ
た
も
の
で
あ
る
。
前
の
文
書
に
も
そ
れ
が
よ
く
あ
ら
は
れ
て
居
り
、
次
の
文
書
に
も
亦
よ
く
そ

（
前
略
）

一
か
せ
の
う
ち
の
事
は
、
、
せ
ん
日
の
御
さ
だ
め
の
ま
上
．
み
あ
い
に
ひ
か
る
べ
く
候
命
か
せ
よ
り
ほ
か
の
事
は
、
ば

ん
ノ
、
、
に
日
が
ゑ
に
、
ひ
か
せ
ら
る
べ
く
候
・

’
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の
あ
み
の
、
あ
り
あ
い
候
わ
ざ
ら
ん
時
も
、
あ
ゆ
か
わ
殿
御
り
や
弓
の
あ
み
を
も
て
、
あ
を
方
殿
御
方
を
ひ
か
せ

ら
れ
候
て
、
と
く
ぶ
ん
は
、
あ
を
方
殿
に
つ
か
わ
さ
れ
候
べ
く
候
芙

一
あ
み
の
ま
づ
い
で
き
て
候
は
ん
か
た
を
一
ば
ん
に
御
さ
だ
め
候
て
、
一
あ
じ
ろ
を
ひ
か
せ
ら
れ
候
て
、
つ
ぎ
の
日

よ
り
、
日
が
ゑ
に
ひ
か
せ
ら
れ
候
べ
く
候
突

一
あ
じ
ろ
ま
は
り
の
事
は
、
あ
み
を
く
ら
れ
て
候
は
ん
さ
き
の
日
よ
り
、
御
さ
だ
め
あ
る
べ
く
候
交

右
か
く
の
ご
と
く
、
わ
れ
ノ
、
さ
ん
は
く
、
巾
候
む
ね
に
ま
か
せ
て
、
永
代
を
か
ぎ
て
、
御
ち
ぎ
や
う
、
あ
る
ぺ

へ
抑
俳
）

く
候
、
よ
て
あ
つ
口
状
如
件

應
、
水
十
九
年
正
月
冊
九
日
郷
謡
重
（
花
押
）

（
以
下
七
連
著
名
略
す
）

次
の
文
書
も
青
方
、
あ
ゆ
河
剛
氏
の
網
代
の
網
引
き
の
紛
議
を
解
決
し
た
契
約
状
で
、
場
所
は
不
明
で
あ
る
が
，
伽

考
は
十
五
日
交
代
と
な
し
、
青
方
氏
の
樅
利
を
今
明
の
二
年
間
を
限
り
、
術
門
二
郎
が
所
打
す
る
こ
と
を
定
め
て
ゐ
る

の
で
あ
る
。
か
や
う
な
些
細
な
事
に
至
る
ま
で
、
一
投
中
と
し
て
裁
断
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

（
鮎
河
）
（
鋼
）

あ
を
か
た
ど
の
と
あ
ゆ
か
わ
ど
の
と
、
と
あ
み
の
あ
み
か
た
の
御
く
う
じ
一
Ⅱ
Ⅱ
｜
と
の
人
ず
一
ど
う
に
よ
り
あ
い
、

巾
さ
だ
め
候
だ
ん
一
Ⅱ
ｕ
五
日
は
あ
を
か
た
ど
の
、
十
五
日
は
あ
ゆ
か
わ
ど
の
，
御
ひ
き
候
、
ｎ
Ｕ
た
■
し
、
あ
ゆ

松
浦
黛
の
發
腱
及
び
其
の
燃
的
能
活
三
七

一
も
し
あ
ゆ
か
わ
殿
御
あ
み
、
あ
り
あ
い
候
は
ざ
ら
ん
時
は
、
あ
を
方
殿
御
り
や
５
の
あ
み
も
て
、
あ
ゆ
か
わ
殿
御

方
、
ひ
か
せ
ら
れ
候
て
、
と
く
ぶ
ん
は
、
あ
ゆ
か
わ
殿
に
つ
か
は
さ
れ
候
ぺ
く
候
、
叉
も
し
あ
を
方
殿
御
り
や
う

田
伊
Ｉ
■
１

’

1



－
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本
宗
家
と
な
り
、
他
は
順
次
分
派
し
た
も
の
Ｌ
や
う
で
あ
る
。
而
し
て
之
れ
等
倣
氏
の
分
布
し
た
地
理
的
範
州
は
肥
前

松
浦
半
島
の
西
方
海
上
の
柧
島
斑
島
（
今
馬
渡
島
と
課
す
）
か
ら
半
島
全
部
に
か
け
、
更
ら
に
唐
津
の
南
方
一
帯
の
田

ウ

近
時
、
切
支
丹
烏
と
い
ふ
の
で
名
商
く
な
っ
た
斑
島
の
豪
族
斑
脇
氏
の
古
文
書
が
斑
胎
文
書
（
一
巻
）
の
名
を
以
て

東
京
帝
閣
大
學
に
賊
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
又
和
換
に
右
浦
‐
と
い
ふ
桝
家
が
二
家
あ
り
、
何
れ
も
家
の
文
書
を
所
減
し
て
ゐ

る
。
而
し
て
此
の
三
文
書
は
初
め
一
締
に
し
て
あ
っ
た
の
が
、
後
分
職
せ
ら
れ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
三
文
評
互
ひ
に

交
錯
し
て
居
り
、
分
散
し
て
終
っ
た
も
の
も
あ
る
や
う
で
あ
る
。
三
文
吉
合
せ
て
百
餘
通
あ
り
、
宛
名
は
斑
賂
氏
、
有

浦
氏
、
波
多
氏
、
佐
志
氏
等
ま
ち
ノ
＼
で
あ
っ
て
何
れ
も
上
松
浦
城
の
家
糞
に
脇
し
て
居
り
、
共
の
中
の
何
れ
か
図
根

松
浦
蝋
の
發
腱
及
び
其
の
職
的
中
活
三
八

か
わ
ど
の
Ａ
十
五
日
の
う
ち
を
、
あ
じ
ろ
に
一
よ
ｎ
ｕ
ろ
，
ゑ
も
ん
二
郎
に
、
こ
ん
ね
ん
の
た
つ
の
と
し
よ
り
，

み
や
う
一
川
川
一
の
と
の
□
の
と
し
の
ほ
ど
、
と
の
ま
Ｌ
ゑ
も
ん
二
郎
ひ
く
ぺ
く
候
、
一
川
Ⅱ
｜
う
に
口
定
候
、
よ
て
の

ち
の
た
め
に
、
し
や
う
く
だ
ん
の
ご
と
し

お
う
ゑ
い
十
九
ね
ん
秒
函
の
ざ
七
月
冊
八
日
火
機
（
花
押
）
（
鋤
評
職
丸
辿
）

へ
青
）口

方
殿

御
内
塞

第
五
章
上
松
浦
黛
の
諸
氏

二
）
斑
島
氏
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I

松
沌
蝋
の
發
腱
及
び
其
の
蹴
的
能
活
四
○

園
に
及
ん
で
ゐ
る
の
で
あ
る
。
以
下
三
文
書
に
就
い
て
諸
氏
分
派
の
跡
を
詳
ら
か
に
老
へ
て
見
た
い
。

三
文
課
の
中
、
蚊
も
古
い
も
の
で
も
、
鎌
倉
時
代
の
中
欧
以
前
に
は
上
ら
な
い
。
川
ち
弘
安
九
年
の
幕
府
の
下
知
肱

を
妓
古
と
し
、
以
下
鎌
倉
時
代
の
文
杏
が
吸
通
あ
り
、
拷
斑
肪
氏
に
宛
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
吉
野
時
代
の
文
神
に

も
猫
ほ
若
干
斑
冊
氏
の
名
が
見
え
て
ゐ
る
。
今
以
下
三
女
評
に
あ
ら
は
れ
た
斑
陽
氏
の
氏
名
目
録
を
左
に
示
さ
う
。

（
括
弧
の
中
は
文
書
の
日
附
で
あ
る
）

斑
島
右
術
Ⅲ
三
郎
棒
（
弘
安
九
、
十
‐
什
九
）

斑
島
源
次
郎
行
蝿
原
（
腺
の
名
は
有
浦
系
剛
に
依
て
捕
ふ
（
元
雌
元
、
七
、
日
）

斑
島
源
次
入
道
跡
（
孫
腰
元
、
七
、
十
七
）

斑
烏
源
次
入
逝
後
家
（
燕
肝
凹
、
五
、
廿
）

斑
島
源
次
納
（
元
徳
三
、
十
、
廿
三
。
厩
應
凹
、
三
、
什
七
。
貞
和
五
、
六
、
廿
六
。
貞
和
六
、
十
一
、
日
。

槻
唯
二
、
十
一
、
排
一
．
此
の
外
建
武
二
、
正
、
十
一
日
の
文
杏
に
あ
る
「
松
汕
斑
腸
源
治
」

も
同
人
で
あ
ら
う
。
叉
数
通
の
文
挫
に
た
目
松
浦
加
次
、
叉
源
二
入
逆
と
あ
る
も
同
人
で
あ
ら

う
。
叉
柵
唯
三
、
九
、
冊
四
日
の
文
神
に
斑
品
源
次
入
逆
行
法
と
あ
る
も
同
人
で
あ
ら
う
。
）

斑
脇
源
六
淳
（
建
武
元
、
七
、
十
七
。
建
武
三
、
三
、
汁
六
・
建
武
三
、
六
，
日
。
康
永
二
、
七
、
廿
五
）

斑
島
女
地
頭
（
正
平
十
九
【
貞
治
三
】
十
、
廿
二
。
雁
安
四
、
七
、
廿
二
）

斑
蹄
地
頭
代
左
近
大
夫
（
雌
安
五
、
二
、
日
）

－



る
が
、
同
島
の
諸
所
と
な
っ
た
沿
革
は
左
の
文
書
に
依
て
明
白
で
あ
る
。

肥
前
國
宇
野
御
脚
肱
斑
胎
ｎ
Ｕ
下
一
Ⅱ
Ⅱ
｜
如
雑
掌
川
塞
今
月
十
四
日
、
川
一
斑
肪
諦
料
川
途
毎
年
式
賀
文
、
ｎ
Ｕ
水
手
川

途
毎
年
五
百
文
、
吐
治
以
來
可
途
結
解
之
山
、
被
成
御
下
知
、
Ⅱ
一
安
以
前
者
、
他
人
知
行
也
、
同
二
年
以
後
ｎ
Ｕ
年

先
雑
掌
井
沙
汰
人
等
諦
□
口
未
進
分
拷
納
云
有
被
尋
之
虚
、
如
同
十
六
日
誌
文
群
、
十
四
日
出
皆
納
欣
畢
云
令
可

被
存
其
旨
、
価
執
達
如
件

（
英
僻
）

嘉
勝
四
年
五
月
什
日
修
理
亮
（
花
押
）

斑
烏
源
次
郎
入
逝
後
家

此
の
探
題
英
時
の
御
識
番
に
蝶
て
斑
舟
源
次
郎
が
斑
冊
の
諦
所
と
な
っ
た
の
は
、
弘
安
元
年
で
、
同
二
年
以
後
の
未

進
の
諦
料
二
世
文
、
水
手
料
五
両
文
を
累
計
し
て
碓
閲
の
水
主
に
拷
納
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
た
が
、
其
の
時
既
に
斑
島

氏
が
其
の
役
を
果
し
て
ゐ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
か
く
斑
脇
氏
が
同
砧
の
諦
所
と
な
っ
た
の
は
、
か
ね
て
か
ら
其
の
脇
に

土
藩
し
て
ゐ
た
も
の
か
、
或
は
此
の
時
此
の
砧
に
新
に
入
部
し
た
も
の
か
、
三
文
丼
の
中
に
微
す
べ
き
も
の
が
な
い
。

恩
ふ
に
私
安
の
諦
所
補
任
は
或
は
文
水
の
役
の
恩
伐
で
あ
り
、
か
つ
つ
い
で
起
る
べ
き
蒙
古
の
鍵
に
術
へ
ん
と
す
る
爲

め
に
行
は
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
白
井
文
挫
に
次
の
如
き
大
友
加
泰
の
御
教
普
が
あ
る
。

松
浦
熊
の
發
腱
及
び
其
の
蛾
的
生
活
四
一

松
浦
斑
烏
米
誇
（
正
平
廿
五
【
應
安
三
】
五
、
八
）

右
の
目
録
に
擦
り
、
棒
、
原
、
源
次
入
道
後
家
、
納
、
沖
、
斑
蝿
女
地
頭
の
順
序
を
以
て
斑
艦
氏
は
鎌
倉
時
代
末
か

ら
吉
野
時
代
に
か
け
て
相
徳
し
た
で
あ
ら
う
。
而
し
て
斑
烏
氏
が
初
め
て
斑
砧
に
土
論
し
た
年
代
は
素
よ
り
不
明
で
あ



’
１

松
浦
熊
の
發
展
及
び
其
の
瀧
的
堆
活
四
二

筑
後
側
御
家
人
守
部
捌
次
郎
礎
辿
、
同
川
郎
朧
岬
、
同
六
郎
光
朧
等
巾
蒙
古
合
戦
事
、
巾
欣
如
此
、
任
迩
正
、
戦

起
請
詞
、
可
令
叩
左
右
給
、
仙
執
逹
如
件

建
治
三
年
七
月
五
日

頓
泰
（
花
抑
）

斑
烏
右
術
門
三
郎
殿

と
あ
る
。
筑
後
の
御
家
人
守
部
氏
は
斑
脇
氏
と
與
に
沖
多
方
面
に
於
て
耽
っ
た
も
の
か
、
或
は
守
部
氏
は
斑
肪
に
渡
っ

て
斑
鮎
氏
を
抜
け
て
戦
っ
た
も
の
か
で
あ
っ
た
ら
う
。
後
守
部
氏
は
委
細
浄
飛
注
し
て
恩
蛍
老
諦
う
た
に
對
し
、
幕
府

は
其
の
従
否
に
就
い
て
斑
烏
氏
の
誌
文
を
微
し
た
の
が
此
の
文
番
で
あ
る
。
之
れ
に
依
っ
て
斑
品
氏
は
文
永
以
前
に
斑

蝿
に
土
論
し
て
居
り
、
文
永
役
に
参
加
し
て
ゐ
る
邪
も
明
瞭
で
あ
り
、
斑
品
の
諦
所
と
な
っ
た
の
も
、
文
永
の
軸
功
に

因
る
も
の
で
あ
ら
う
と
い
ふ
先
の
挫
老
は
や
Ｌ
た
し
か
め
ら
れ
た
感
が
あ
る
。
斑
肪
氏
の
所
価
は
貞
和
六
年
十
一
月
日

附
け
の
納
の
言
上
狄
に
擦
れ
ば
、
斑
品
、
肥
前
図
赤
木
（
田
畑
在
家
）
同
剛
塚
崎
庄
（
杵
肪
郡
）
中
村
（
田
地
歴
敷
）

同
叫
祁
崎
庄
（
祁
崎
郡
）
田
久
川
（
川
地
屋
敷
）
同
剛
千
栗
肪
（
川
地
屋
敷
）
筑
前
叫
岩
戸
郷
（
筑
紫
郡
）
中
脱
（
田

地
屋
敷
）
等
の
数
簡
所
に
及
ん
で
ゐ
る
と
と
が
解
る
。
槻
唯
三
年
十
一
月
一
日
附
け
、
一
色
報
行
入
逝
逝
猷
の
松
油

斑
冊
源
次
宛
て
肥
後
天
革
郡
志
岐
汕
地
頭
職
の
預
け
状
が
あ
る
。
孤
鵬
に
刺
擁
し
て
ゐ
た
斑
品
氏
が
束
凹
に
活
動
し
柵

た
の
も
偶
然
で
な
い
こ
と
が
わ
か
る
ｃ
又
こ
上
に
注
意
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
其
の
所
恢
が
斑
烏
以
外
は
皆
松

浦
郡
外
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
事
は
斑
蝿
氏
の
家
系
を
探
究
す
る
上
に
亜
要
な
る
事
愛
で
あ
る
か
ら
、
塒
に
云
ひ

及
ん
だ
の
で
あ
る
。

｜

｛
I
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Q

斑
島
氏
の
條
に
紹
介
し
た
斑
砧
及
び
湘
有
油
の
三
文
杏
の
中
に
、
佐
志
氏
の
文
群
が
多
く
混
じ
て
ゐ
る
。
其
の
中
で

瞬
雁
三
年
十
月
日
の
松
浦
佐
志
槻
三
郎
源
披
の
軍
注
狄
が
一
恭
古
い
。
獅
雁
二
年
十
月
円
の
文
害
に
松
浦
波
多
源
瓶
人

源
披
と
あ
る
も
同
人
ら
し
い
。
叉
槻
唯
九
年
九
〃
十
四
日
幕
府
の
下
知
欣
に
佐
志
派
赦
人
披
と
あ
る
の
も
勿
論
同
人
で

あ
ら
う
。
叉
槻
脳
三
月
八
月
二
十
八
日
文
神
に
松
浦
源
赦
人
披
と
あ
る
も
さ
う
で
あ
ら
う
。
又
永
徳
二
年
十
二
月
十
一

日
の
文
書
に
佐
志
有
浦
砿
人
披
と
あ
る
も
さ
う
で
あ
る
。
然
ら
ば
佐
志
披
は
時
に
波
多
を
稲
へ
時
に
有
浦
葬
稲
へ
て
ゐ

る
事
も
わ
か
る
。

（
漉
）

又
永
徳
二
年
七
月
十
六
日
の
文
齊
に
佐
志
寺
川
勇
と
見
え
‐
永
徳
七
年
十
月
二
十
五
日
の
交
番
に
佐
志
寺
田
阿
防
次
郎

と
見
え
て
ゐ
る
。
然
ら
ば
佐
志
氏
に
し
て
叉
寺
川
を
稲
す
る
家
も
あ
っ
た
と
忠
は
れ
る
。

佐
志
氏
を
孵
す
る
は
服
安
元
年
十
一
月
二
十
三
Ⅱ
附
外
三
辿
の
文
丼
に
松
汕
佐
志
菊
蒜
と
見
え
、
血
治
七
年
七
月
十

二
日
の
文
書
に
佐
志
與
三
、
貞
和
川
年
十
一
月
四
日
の
文
将
に
松
油
佐
志
二
郎
、
五
月
二
十
八
日
今
川
仲
秋
の
諜
欣
に

佐
、
志
嘩
岐
守
卯
川
九
日
少
式
冬
餐
の
神
欣
に
佐
志
次
郎
三
郎
と
兄
え
て
ゐ
る
。
之
等
は
佐
志
宗
家
の
人
糞
で
あ
ら
う

か
。
老
ふ
る
に
波
多
、
右
油
、
寺
川
の
諸
氏
は
恐
ら
く
佐
志
氏
か
ら
分
派
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
胴
有
汕
文
評
を
見
る

に
、
文
脈
の
域
の
文
普
と
凪
は
る
Ｌ
握
來
政
家
の
九
川
九
日
附
の
耕
欣
に
、
布
汕
大
和
守
殿
、
布
汕
伊
斑
守
殿
、
僻
川

太
郎
左
術
門
殿
、
‘
仙
蛮
伊
勢
守
殿
と
あ
て
上
あ
る
。
十
二
月
Ⅲ
日
附
さ
志
某
の
辨
壯
に
「
あ
り
の
う
ら
や
ま
と
雌
、
同

松
湘
蹴
の
溌
腿
及
び
其
の
蝋
的
生
活
四
三

（
二
）
佐
志
氏
の
諸
家｜

’
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間
も
な
く
死
し
た
も
の
か
、
康
雁
北
年
十
Ｈ
四
日
九
州
探
題
今
川
了
俊
の
波
多
大
和
椛
守
殿
跡
と
あ
て
た
御
識
書
に

は
、
肥
前
閏
波
多
村
地
頭
職
を
、
祁
傅
の
文
書
に
任
せ
て
安
垳
し
て
あ
る
。
之
れ
に
依
っ
て
披
の
子
久
仲
蒜
丸
の
系
統

が
波
多
氏
と
な
っ
た
こ
と
が
分
明
で
あ
る
。

（
ロ
）
有
浦
氏
鍵
に
披
と
と
も
に
討
死
し
た
強
の
子
で
あ
る
典
が
有
浦
の
地
頭
と
な
り
、
與
の
死
後
女
地
頭
が
出

来
た
ら
し
い
。
至
徳
川
年
十
月
十
日
今
川
了
俊
の
御
裁
害
に
、
筑
前
岡
井
田
腺
の
下
地
を
松
浦
有
浦
女
地
頭
代
に
附
す

べ
き
事
を
令
し
て
ゐ
る
。
之
よ
り
先
、
幕
府
は
與
の
亡
父
跡
式
机
練
に
對
し
、
祝
と
い
ふ
薪
の
女
子
が
故
障
を
巾
し
立

て
、
そ
れ
に
對
し
て
探
題
で
は
双
方
に
對
し
て
誇
擴
書
類
の
巾
告
を
命
じ
た
。
其
の
文
書
は
上
松
浦
難
の
黛
的
生
活
に

松
浦
戦
の
磯
腱
及
び
其
の
蹴
的
喉
活
四
四

六
平
次
殿
，
ち
か
い
せ
の
か
み
殿
、
あ
り
の
う
ら
求
刑
殿
」
と
あ
て
た
も
の
が
あ
る
。
常
時
猫
ほ
佐
志
氏
の
外
に
、
布

浦
剛
家
、
慨
田
、
仙
焚
、
寺
川
の
謝
氏
が
な
ら
び
存
在
し
て
ゐ
た
邪
が
わ
か
る
。
而
し
て
之
れ
等
の
う
ち
志
佐
、
布

浦
、
仙
斑
、
波
多
、
僻
川
の
諸
地
は
、
何
れ
も
來
松
沌
郡
の
松
汕
川
以
西
、
西
松
浦
郡
伊
寓
里
以
東
の
附
郡
に
跨
る
地

方
に
存
在
し
て
居
り
、
排
の
松
汕
脈
及
び
共
の
附
近
に
常
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

（
ィ
）
波
多
氏
佐
志
賊
人
披
は
斑
肪
源
次
納
と
略
ぽ
時
を
同
じ
ら
し
て
活
動
せ
る
と
十
数
通
の
文
書
に
依
っ
て
知
る

べ
く
、
康
安
二
（
正
平
十
七
）
年
十
一
月
三
十
日
附
け
松
汕
波
多
久
曾
謬
丸
の
言
上
状
に
擦
れ
ば
菊
池
武
光
が
北
上
し

て
汚
職
す
る
や
、
少
式
、
大
友
、
斯
波
の
諦
氏
は
大
敗
し
、
久
称
赤
丸
の
父
披
及
び
地
の
諸
汕
二
郎
三
郎
弧
も
、
と
も

に
筑
前
片
岡
に
於
て
討
死
し
て
ゐ
る
。
此
の
久
称
赫
丸
が
帆
と
名
乘
り
（
有
浦
系
Ⅲ
）
後
凹
融
院
Ｄ
永
和
二
年
十
月
七

日
の
宣
旨
に
依
っ
て
、
大
和
椛
守
に
任
ぜ
ら
れ
て
ゐ
ろ
。
そ
し
て
波
多
村
の
地
頭
に
任
ぜ
ら
れ
た
ら
し
く
、
既
に
し
て

ノ

『



｜ －

。

も
開
す
る
も
の
で
あ
る
か
．
ｂ
左
に
之
れ
を
か
比
げ
や
う

佐
志
有
浦
藏
人
披
跡
孫
子
次
郎
三
郎
與
巾
、
肥
前
剛
松
浦
有
浦
亡
父
弧
跡
事
、
於
披
、
弧
一
所
爲
父
子
討
死
跡
候

間
、
子
息
典
知
行
不
可
打
机
逮
候
應
、
帆
女
子
抑
世
文
書
、
致
迷
飢
之
山
訴
中
川
光
度
被
成
問
欣
之
庭
、
不
及
諦
文

散
狄
云
々
太
不
可
然
、
所
詮
剛
方
祁
体
趣
、
迩
砿
載
起
誌
之
訶
、
可
致
注
進
巾
之
欣
如
件

永
徳
威
年
十
二
月
十
一
日
◇
沙
彌
御
判

永
徳
試
年
十
二
月
十
一
日

と
あ
り
、
と
上
に
故
障
を
巾
し
立
て
・
た
脱
の
女
子
の
諦
文
も
川
舩
も
胴
有
浦
文
書
に
所
見
が
な
い
。
恐
ら
く
與
が
有
浦

弧
の
後
を
承
け
，
そ
れ
が
布
汕
氏
と
し
て
後
仙
に
つ
嘆
く
の
で
あ
ら
う
。

（
ｃ
有
浦
氏
の
別
系
と
上
に
典
の
相
緬
に
對
し
て
反
對
し
た
疵
の
後
家
の
家
系
は
典
及
び
祀
の
家
系
と
異
る
佐
志

の
一
系
で
あ
る
ら
し
い
。
明
徳
山
年
十
川
日
帆
の
後
家
代
走
度
及
び
脱
の
氏
女
代
定
膣
（
後
家
代
と
同
人
）
の
そ
れ

人
、
同
文
の
訴
状
が
あ
る
。
其
の
要
鮎
を
示
せ
ば
、

右
於
波
多
村
者
、
鰯
架
代
州
仰
之
地
、
自
波
多
三
郎
勝
、
源
太
巧
令
和
綴
、
迄
子
刷
母
机
綾
之
段
、
代
糞
手
繼
等

明
白
也
、
随
而
於
肥
後
剛
坂
井
陳
御
仲
、
氏
女
下
賜
一
側
安
端
御
下
文
，
成
入
部
之
思
刻
、
性
志
磁
岐
守
長
友
亡
之

間
、
乍
含
愁
諺
ｆ
今
開
之
虚
、
武
井
舎
弟
不
願
押
妨
自
曲
罪
科
立
、
返
氏
女
述
飢
之
川
、
掠
巾
之
條
希
代
雛
訴
也
、

○
○
○
○

爲
上
裁
無
祁
逹
雌
令
安
端
氏
女
柑
知
行
之
地
群
、
砿
品
呆
村
詐
也
、
偏
打
名
無
庇
欺
（
前
後
略
）

と
あ
り
、
と
Ｎ
に
波
多
村
と
あ
る
の
は
波
多
村
内
の
一
跡
た
る
と
と
勿
術
で
あ
る
。
そ
し
て
波
多
村
其
の
他
を
勝
、
巧

松
浦
職
の
准
峡
及
び
其
の
蝋
的
生
活
四
五

上
松
浦
一
族
御
中

l
I

l
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松
浦
戦
の
罐
腱
及
び
其
の
蹴
的
雌
活
四
六

が
和
傅
し
、
そ
れ
が
巧
の
女
即
ち
呪
の
妻
で
あ
り
、
氏
女
の
緋
で
あ
る
薪
に
安
辨
せ
ら
れ
、
史
ら
に
常
然
そ
れ
が
氏
女

に
仰
は
る
に
對
し
て
、
武
等
が
逮
飢
を
致
し
た
と
い
ふ
と
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
此
の
家
は
有
油
松
浦
系
州
に
擦
れ
ば

松
浦
淋
三
郎
繁
よ
り
川
で
、
一
は
披
の
家
と
な
り
、
一
は
勝
の
家
と
な
る
や
う
に
な
っ
て
ゐ
る
。
其
の
所
仙
が
波
多

村
、
共
の
他
多
く
あ
っ
た
も
の
か
、
今
は
帷
か
に
碓
肪
と
泉
村
と
ば
か
り
に
な
っ
た
と
右
の
文
に
見
え
て
ゐ
る
。
泉
村

釦
〃
・
ン
ハ
ロ
ン
一
℃

は
今
不
明
で
あ
る
が
、
確
品
は
加
部
脇
又
は
榊
雄
砧
に
し
て
、
呼
子
、
猪
謹
雁
の
對
峠
に
あ
り
、
有
名
な
川
脇
祁
祗
の

あ
る
所
、
名
謹
屋
湾
の
湾
、
老
来
ぐ
要
地
で
あ
る
。
南
は
波
多
村
か
ら
北
は
此
の
貼
に
至
る
ま
で
郡
内
諸
所
に
所
仙
を

有
し
て
ゐ
た
や
う
で
あ
る
。
こ
の
家
は
佐
志
の
一
蹴
と
し
て
は
有
力
な
る
一
家
で
あ
っ
た
ら
う
。

（
’
一
）
佐
志
氏
右
に
引
用
し
た
文
悲
の
中
で
注
目
す
べ
書
二
句
が
あ
る
。
そ
れ
は
佐
志
垂
岐
守
長
が
走
亡
の
爲
め
、

所
髄
相
傳
の
事
本
意
の
如
く
な
ら
な
か
っ
た
や
う
に
述
べ
て
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
文
言
に
依
て
常
時
佐
志
氏
が
宗

家
と
し
て
、
惣
価
と
し
て
存
在
せ
る
事
が
叩
脈
で
あ
る
。
五
川
二
十
八
日
附
今
川
仲
秋
が
「
井
口
某
の
預
り
所
で
あ
っ

た
筑
前
剛
怡
土
荘
内
永
野
宇
美
伽
の
牛
沸
の
率
に
就
い
て
「
佐
志
壷
岐
守
」
と
宛
て
た
辨
欣
が
あ
る
。
恐
ら
く
こ
上
に

い
ふ
佐
志
遼
岐
守
長
の
事
で
あ
ら
う
。
殿
岐
守
と
稲
す
る
所
を
見
る
と
佐
志
氏
の
勢
が
漸
く
唯
岐
を
も
指
揮
す
る
や
う

に
な
っ
た
事
溌
物
語
る
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
剛
亦
浦
文
神
、
斑
烏
丈
諜
等
は
佐
志
本
家
の
文
書
を
多
く
体
へ
て
ゐ

ろ
筈
が
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
之
れ
等
に
擦
っ
て
は
作
志
氏
の
形
勢
の
推
移
は
不
明
で
あ
る
。
併
し
戦
國
時
代
の
末
期

に
な
っ
て
も
、
猶
ぼ
佐
志
氏
の
總
領
家
た
登
格
が
ま
だ
通
っ
て
ゐ
た
形
跡
が
あ
る
。

前
記
佐
志
某
か
ら
有
浦
大
和
、
外
三
人
に
宛
て
た
文
嫁
の
役
の
頃
の
文
書
と
恩
は
れ
る
も
の
が
あ
る
、
そ
の
中
に
、

日
Ｉ
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野
は
今
大
川
野
と
許
き
、
西
松
浦
郡
松
浦
村
の
北
、
東
松
浦
郡
机
知
村
の
南
の
山
川
村
で
あ
る
。
こ
上
に
後
藤
佃
川
と

は
云
っ
て
ゐ
る
が
、
其
の
名
乗
り
は
多
く
一
家
名
を
以
て
し
ゐ
る
と
こ
ろ
を
以
て
見
れ
ば
、
職
剛
末
期
に
至
っ
て
後
藤

氏
に
從
っ
て
後
藤
姓
に
脇
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
典
の
士
端
地
の
位
世
か
ら
老
へ
て
も
、
古
く
は
松
汕
源
氏
を
本
姓
と

し
て
ゐ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
故
に
松
洲
紬
川
、
後
藤
僻
川
同
系
で
あ
ら
う
。
僻
川
馴
が
松
浦
授
と
無
諭
し
た
松
汕
咋
四

‐
郷
内
作
理
は
，
今
相
知
村
の
内
に
あ
る
佐
里
で
あ
ら
う
。
喬
妻
鏡
に
佐
里
村
磁
岐
汕
と
あ
ろ
は
今
相
知
村
の
峰
村
久
里

村
（
川
村
は
扣
知
川
を
挾
ん
で
東
西
に
机
接
す
）
の
内
に
あ
る
堂
岐
佐
志
で
あ
ら
う
。
而
し
て
和
知
は
南
に
大
川
野
村

松
湘
職
の
礎
展
及
び
其
の
鯉
的
喉
活
四
七

「
態
巾
候
、
価
い
き
か
ざ
も
と
（
壷
岐
風
本
）
の
御
城
御
番
に
か
き
た
て
巾
候
間
御
か
は
り
候
て
正
月
よ
り
御
つ
と
め

可
有
之
候
、
何
も
や
が
て
明
朝
可
中
候
條
、
其
比
可
巾
候
」
と
あ
る
。
佐
志
が
惣
傾
と
し
て
秀
吉
の
命
を
奉
じ
て
、
風

本
城
の
在
番
を
一
族
に
令
し
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
。

（
ホ
）
鶴
田
氏
僻
川
氏
に
就
い
て
斑
品
、
湘
布
浦
共
の
外
の
松
浦
氏
の
文
書
に
所
見
が
な
い
。
た
ぜ
吾
妻
鏡
寛
元
三

年
十
二
川
二
十
五
日
の
條
に
・
櫛
田
五
郎
源
馴
が
、
松
浦
執
行
源
授
と
、
松
浦
庄
西
郷
内
佐
里
村
壷
岐
泊
牛
牧
の
邪
に
つ

い
て
稲
諭
し
た
こ
と
が
見
え
て
ゐ
る
。
鍋
品
使
僻
家
川
賊
に
松
浦
佃
川
論
文
控
が
一
冊
あ
れ
ど
、
何
れ
も
耽
剛
末
期
の

文
諜
の
み
で
、
前
公
在
仙
諸
名
家
寄
祥
と
内
題
が
あ
り
、
柵
川
氏
宛
て
龍
迭
寺
、
鍋
品
、
後
藤
、
大
友
の
諸
氏
の
番
欣

が
集
ま
っ
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
共
の
古
い
畔
代
の
家
史
は
老
へ
よ
う
が
な
い
。
鍋
島
侯
僻
家
所
赦
に
後
藤
慨
川

文
普
一
冊
あ
り
、
慨
田
氏
大
河
野
在
城
、
其
の
居
村
は
僻
川
村
外
十
二
村
に
及
ん
で
ゐ
た
や
ら
に
見
え
て
ゐ
る
。
松
浦

昔
鑑
に
大
河
野
村
に
日
布
野
城
あ
り
、
松
浦
蹴
縄
川
大
城
、
同
川
幡
守
等
代
糞
在
城
せ
る
こ
と
を
僻
へ
て
ゐ
ろ
。
大
河

Ｆ
ｒ
ｐ
Ｉ
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（
へ
）
値
賀
氏
仙
強
氏
に
就
い
て
も
湘
有
浦
文
書
共
の
外
に
所
見
が
な
い
が
、
其
の
系
統
は
佐
志
有
汕
か
ら
分
派
し

た
家
で
あ
る
こ
と
は
、
左
の
今
川
仲
秋
の
施
行
状
と
も
い
ふ
べ
き
も
の
に
依
て
分
明
で
あ
る
。
即
ち
有
浦
氏
の
所
仙
が

佐
志
打
浦
と
仙
謝
と
に
あ
っ
た
か
ら
、
後
に
な
っ
て
家
が
分
れ
て
其
の
仙
災
を
机
仰
し
た
も
の
が
仙
斑
氏
と
な
っ
た
の

で
あ
ら
う
。

僻
川
氏
と
佐
志
、
波
多
、
士

依
て
、
文
雄
慶
長
の
域
に
は
、

雛
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

松
浦
難
の
發
腱
及
び
共
の
蹴
的
唯
活
川
八

に
接
し
て
ゐ
る
か
ら
僻
剛
氏
が
大
河
野
に
在
城
し
た
と
い
ふ
の
は
錐
か
時
代
か
ら
の
率
で
あ
る
こ
と
が
否
妻
鈍
の
上
記

の
記
邪
に
擁
っ
て
略
ぽ
明
か
で
あ
ら
う
。
偲
川
氏
の
上
述
の
如
き
土
飛
地
の
關
係
か
ら
察
す
れ
ば
、
同
氏
は
寧
ろ
大
河

野
氏
と
同
系
と
老
ふ
く
き
も
の
で
あ
ら
う
か
。

僻
川
氏
と
佐
志
、
波
多
、
有
汕
、
仙
甜
等
の
一
蹴
と
の
家
系
上
の
開
係
は
不
明
で
あ
る
。
併
し
前
記
有
汕
の
文
杵
に

依
て
、
文
澁
慶
長
の
域
に
は
、
全
く
布
浦
蹴
と
同
列
に
過
せ
ら
れ
て
ゐ
る
邪
か
ら
漆
す
る
に
〃
後
に
は
こ
れ
も
亦
佐
志

松
汕
有
沌
女
地
頭
峨
誇
軒
巾
肥
前
剛
松
浦
西
郷
佐
志
村
内
有
浦
川
畠
雌
敷
山
野
河
海
四
隅
堺
坪
付
城
本
聡
、
同
保

志
斑
（
仙
蛮
）
油
海
夫
船
巳
下
地
頭
職
等
事
、
任
去
月
七
日
御
迩
行
之
旨
、
沙
汰
付
下
地
於
彼
女
地
頭
代
、
可
被
執

逹
諦
取
候
状
、
依
仰
執
逹
如
件

永
徳
式
年
六
月
八
日

善
法
寺
掃
部
助
殿

山
汕
川
雲
椛
守
殿

’

（
仲
秋
）

駿
河
守
（
花
押
）

＝



’

府
津
に
在
城
し
て
、
上
松
浦
一
門
の
棟
梁
の
如
く
で
あ
っ
た
が
、
鐘
の
時
に
秀
吉
の
鱒
め
に
亡
ぼ
さ
れ
た
。
鎭
の
滅
亡

に
つ
い
て
は
俗
傳
が
多
く
体
へ
ら
れ
、
眞
机
は
未
だ
全
く
老
へ
ら
れ
て
ゐ
な
い
が
、
今
姑
く
之
れ
を
川
題
外
と
し
て
後

日
を
期
し
て
お
き
た
い
。
波
多
氏
の
家
系
に
つ
き
て
は
石
志
氏
の
條
に
説
く
。

さ
き
に
斑
品
氏
を
老
へ
、
次
で
佐
志
一
蹴
の
事
に
及
び
、
と
上
に
斑
烏
氏
と
佐
志
蝋
と
の
附
係
を
究
め
た
い
。
前
に

も
述
べ
た
通
り
、
叩
打
洲
の
文
評
に
斑
冊
文
諜
を
混
じ
、
斑
品
文
神
の
巾
に
打
汕
文
響
を
混
じ
て
ゐ
る
か
ら
、
後
仙
叩

家
が
五
ひ
に
親
族
側
係
を
生
じ
、
所
訓
上
松
洲
の
一
蹴
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
併
し
其
の
初
め
に
於
て
斑
冊
氏
か
ら
休

志
が
分
れ
た
も
の
か
、
佐
志
雛
か
ら
斑
肪
氏
が
分
れ
た
も
の
か
、
又
さ
う
し
た
木
末
の
開
係
は
初
め
か
ら
存
在
し
て
ゐ

な
か
っ
た
も
の
か
、
い
づ
れ
も
微
す
べ
き
文
献
が
な
い
。

老
ふ
る
に
斑
貼
は
上
松
洲
（
東
西
松
汕
）
郡
に
脇
し
て
ゐ
た
か
、
或
は
祁
働
な
ど
Ｌ
共
に
、
下
松
油
（
南
北
松
汕
）

郡
に
脇
し
て
ゐ
た
か
、
之
れ
あ
瓶
悶
鮒
係
で
い
へ
ぱ
、
宇
野
御
厨
に
脇
し
て
ゐ
た
も
の
か
、
又
は
松
浦
肺
に
脇
し
て
ゐ

松
浦
斑
の
發
展
及
び
其
の
蹴
的
生
祈
四
九

以
上
佐
志
一
蹴
を
率
ゐ
波
多
氏
が
後
仙
に
な
っ
て
妓
も
柴
え
る
や
う
で
あ
る
。
則
ち
波
多
三
河
守
の
家
で
あ
っ
て
、

有
汕
松
汕
系
州
に
は
、
肌
ｌ
氏
女
ｌ
勇
ｌ
雌
ｌ
叶
純
ｌ
親
ｌ
鋲
と
あ
り
、
親
か
ら
三
河
守
と
孵
し
て
ゐ
る
。
い
つ
し
か

松
浦
昔
鑑
に
仙
焚
三
郎
今
村
を
知
行
す
、
則
ち
此
所
（
仙
斑
浦
）
に
居
住
す
、
建
武
の
比
と
見
え
た
り
、
同
建
武
年

中
肥
後
剛
菊
池
と
合
戦
し
て
高
名
を
瓢
は
し
た
る
人
な
り
と
兇
ゆ
。
近
泄
ま
で
仙
斑
文
書
が
世
っ
て
ゐ
た
と
見
え
る
。

（
三
）
斑
島
氏
と
東
松
浦
掌
と
の
關
係

I
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松
浦
燦
の
准
展
及
び
其
の
戦
的
喉
活
疵
○

た
も
の
か
、
鰹
か
に
判
断
を
下
す
と
を
許
さ
れ
な
い
。
前
に
斑
品
氏
の
條
に
引
川
し
た
探
越
英
時
の
御
教
諜
に
は
、
肥

前
剛
宇
野
抑
脚
脈
斑
咄
と
あ
る
。
然
る
に
元
徳
三
年
十
月
二
十
三
日
附
源
納
の
荒
到
状
に
「
肥
前
剛
松
汕
莊
斑
砧
地

、
川
一
依
京
部
騒
捌
御
事
、
Ⅱ
｜
令
馳
参
之
時
」
云
之
と
あ
る
。
探
題
の
公
文
に
は
宇
野
御
肝
莊
と
し
、
斑
蠅
氏
白
ら

は
松
浦
硴
斑
品
と
孵
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
松
汕
雌
か
ら
起
る
佐
志
共
の
外
の
諸
氏
と
、
斑
砧
氏
と
の
血
統
の
辿
絡
を
老

ふ
く
き
硴
従
な
る
史
料
が
な
い
（
諸
祉
系
州
の
如
き
信
ず
る
に
足
ら
ｆ
）
。
叉
剛
群
の
川
に
そ
れ
を
老
ふ
く
営
所
領
附
係

の
あ
る
こ
と
も
發
兄
さ
れ
な
い
。
そ
し
て
斑
肪
氏
は
上
松
洲
よ
り
も
下
松
洲
地
方
に
土
地
開
係
を
有
し
て
ゐ
る
誰
跡
が

あ
る
。
斑
鼎
行
尭
の
文
保
二
年
十
月
日
の
呼
言
上
欣
及
び
元
雁
九
年
七
月
日
の
言
上
状
に
搾
れ
ば
、
彼
は
志
佐
汕
近
元

名
佐
登
山
、
門
地
内
川
段
を
有
し
，
御
厨
執
行
定
、
志
佐
六
郎
披
等
と
争
論
を
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
叉
宇
野
御
厨
雑

蛾
某
と
同
御
厨
検
校
職
以
下
の
事
に
就
い
て
も
争
論
を
な
し
、
訴
訟
を
し
て
ゐ
た
や
弓
で
あ
る
。
之
れ
を
斑
貼
か
初
め

宇
野
御
厨
の
巾
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
と
恩
は
れ
る
こ
と
に
琴
附
せ
ば
、
斑
品
氏
は
下
松
浦
溌
で
あ
っ
た
志
佐
氏
か
ら
直

接
分
派
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
そ
れ
が
地
理
的
棚
係
か
ら
上
松
洲
の
蹴
内
に
道
入
っ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
地
班
的

關
係
と
い
へ
ぱ
斑
砧
の
對
岸
で
あ
る
祁
部
酷
、
呼
子
、
仙
批
は
拷
束
松
油
黛
の
根
搬
地
で
あ
る
。
堂
岐
は
文
永
弘
安
以

後
、
志
佐
氏
を
中
心
と
す
る
下
松
浦
縦
お
勢
力
範
刷
で
あ
っ
た
も
の
が
、
素
町
時
代
の
初
め
の
頃
か
ら
、
漸
く
佐
志
氏

が
之
れ
に
代
ら
う
と
す
る
様
に
な
っ
た
事
か
ら
老
へ
て
も
、
斑
貼
氏
が
、
下
松
浦
瀧
か
ら
離
れ
て
、
上
松
洲
蹴
に
郷
向

し
た
と
老
へ
る
に
は
少
し
も
無
理
が
な
い
や
う
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
通
り
、
斑
烏
氏
と
志
佐
麓
と
の
家
系
上
叉
は
所

価
上
の
關
係
は
發
兄
さ
れ
な
い
が
、
行
政
上
の
關
係
は
有
汕
文
辨
に
其
の
所
見
が
あ
り
、
而
し
て
湘
者
は
惣
伽
と
家
子

Ｆ
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隈
小
次
郎
成
逹
剛
、
云
冬
価
任
御
普
下
之
旨
、
退
隈
小
次
郎
、
打
渡
行
法
代
宙
恢
畢
、
以
此
旨
、
可
右
御
披
露

候
、
恐
廷
識
言

槻
睦
三
年
九
月
冊
四
日
源
間
（
花
抑
）

識
上
御
奉
行
所

源
聞
と
巧
と
は
如
何
な
る
血
統
的
關
係
が
あ
る
も
の
か
、
一
向
わ
か
ら
な
い
が
、
其
の
守
誰
代
の
如
き
地
位
に
於
い
て

は
同
じ
様
な
も
の
で
あ
る
。
或
は
之
等
は
束
松
祁
蹴
の
代
表
肴
と
し
て
守
謎
代
の
如
き
地
位
を
保
論
さ
れ
て
ゐ
た
も
の

か
も
知
れ
な
い
。
何
れ
に
し
て
も
來
松
汕
氏
の
か
う
し
た
統
制
下
の
一
凸
と
な
っ
た
斑
崎
氏
が
、
自
然
下
松
汕
蹴
を
脱

松
浦
戦
の
溌
峻
及
び
其
の
燃
的
生
活
五
一

と
の
淵
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
ま
づ
左
の
文
書
を
見
よ
。

肥
前
剛
宇
野
御
脚
唯
雑
掌
巾
、
松
枝
以
下
事
、
亜
巾
欣
井
御
教
諜
如
此
、
仔
被
仰
下
之
旨
、
早
承
左
右
口
注
進
候
、

元
徳
川
年
五
川
十
一
日

源
巧

識
上
斑
肪
源
次
郎
殿

源
巧
は
波
多
氏
の
一
系
な
る
事
前
記
の
如
く
で
あ
る
。
さ
て
此
の
文
書
は
形
式
か
ら
老
へ
れ
ば
、
宛
か
も
守
謹
か
守
護

代
の
施
行
状
と
も
い
ふ
べ
き
も
の
で
あ
る
。
或
は
源
巧
は
東
松
浦
灘
の
棟
梁
と
し
て
守
誰
代
の
如
き
養
格
を
以
て
斑
蝿

に
臨
ん
で
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
。
叉
左
の
如
き
文
書
が
あ
る
。

如
去
十
九
日
御
蒋
下
、
斑
貼
源
次
入
逆
行
法
、
被
搾
奔
識
傍
例
安
端
詑
、
随
而
同
源
六
跡
．
子
今
沙
汰
妓
巾
之
虚
、

恐
盈
謹
言

’
’
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こ
の
文
書
に
擦
っ
て
石
志
氏
は
、
恐
ら
く
東
松
浦
難
の
根
本
宗
家
の
一
つ
で
あ
ら
う
と
推
定
さ
れ
る
。
以
下
之
れ
に

就
い
て
老
へ
た
い
。
此
の
文
書
の
最
古
の
も
の
は
石
志
の
根
元
に
淵
す
る
も
の
で
、
堀
河
天
皇
の
醗
和
四
年
の
も
の
と

な
っ
て
ゐ
る
。
川
ち
脹
和
四
年
八
月
二
十
九
日
の
松
祁
久
誕
壯
と
い
ふ
の
は
次
の
如
き
も
の
で
あ
る
。

打
志
文
辨
は
全
部
約
三
十
通
ば
か
り
あ
り
、
平
安
時
代
の
末
か
ら
吉
野
時
代
に
亙
っ
て
ゐ
る
。
そ
れ
が
全
部
吉
野
時

代
の
為
し
で
あ
っ
て
、
雌
永
四
年
十
一
月
十
二
円
沙
揃
（
一
色
航
行
入
道
持
猷
）
が
、
之
れ
等
文
書
の
正
文
を
京
都
に

持
参
す
る
に
際
し
、
紛
失
等
の
恐
れ
あ
り
、
後
諦
の
爲
め
席
本
を
校
正
す
べ
き
や
う
石
志
照
の
申
出
で
に
依
て
、
沙
汰

す
る
云
盈
と
い
ふ
裏
諜
き
を
し
て
ゐ
る
。
州
む
ぺ
し
、
吉
野
時
代
以
後
の
そ
れ
に
つ
■
く
文
書
を
峡
い
で
ゐ
る
。

松
浦
職
の
准
展
及
び
其
の
蹴
的
姫
活
五
二

じ
て
、
上
松
洲
蹴
に
蝋
化
せ
ら
れ
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
韮
だ
興
味
あ
る
川
越
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

在
松
浦
郡
川
畠
桑
垣
並
船
木
授
等
事

波
田
浦
布
志
限
蕗
町
南
繩
手
嘉
部
役
土
毛
遜

從
大
河
野
逝
至
愛
子
山
可
爲
船
山

右
件
所
冬
爲
停
止
久
非
常
之
後
祁
手
、
存
生
之
時
所
讓
與
物
也
、
例
所
定
行
如
件

瀧
與三

男
勝

（
四
）
石
志
氏



く
右
久
の
三
男
勝
へ
の
誕
欣
の
外
に
、
同
年
九
月
二
十
三
日
附
け
の
虚
分
状
と
い
ふ
も
の
も
存
し
て
ゐ
る
。

庭
分

三
男
源
勝
宛
給
門
地
事

波
川
棚
凹
至
（
中
略
）
船
山
凹
至
（
中
略
）

石
志
沌
囚
至
（
中
略
）

祁
戸
脇
（
銅
淑
認
識
韮
鞆
汕
（
鈍
認
認
識
蛇
は
）

右
久
非
常
後
之
机
諭
爲
令
停
止
、
存
生
之
時
虚
分
如
件

服
和
四
年
九
月
廿
三
日
散
位
源
在
判

二
男
散
位
狐
在
判

右
二
通
の
文
諜
に
擁
り
、
久
は
三
男
勝
に
謎
つ
た
東
松
浦
郡
内
流
所
の
川
仙
が
明
瞭
で
あ
る
。
此
虚
分
に
從
ひ
、
勝
が

石
志
に
入
部
し
て
、
石
志
氏
と
稲
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
同
じ
内
容
の
淡
欣
が
、
雌
か
一
簡
月
ば
か
り
の
冊
に
二
通
も

響
か
れ
て
ゐ
る
の
は
、
少
し
く
解
し
難
い
所
で
あ
る
。
そ
し
て
後
の
も
の
は
、
前
の
も
の
に
少
し
も
言
及
し
て
ゐ
な

い
。
叉
脆
分
と
題
し
、
何
某
宛
給
川
と
次
第
し
た
の
も
、
杵
通
の
應
分
状
の
形
式
と
異
っ
て
ゐ
る
。
又
前
の
も
の
Ｌ
川
畑

松
浦
職
の
發
峻
及
び
其
の
城
的
生
活
証
三

康
和
四
年
八
月
汁
九
日
宇
野
御
厨
検
校
散
位
在
判

此
の
文
書
は
松
浦
久
に
州
す
る
多
く
の
松
浦
系
岡
の
誤
り
を
正
す
べ
き
も
の
と
し
て
、
吉
野
本
松
浦
系
剛
に
は
、
こ

の
文
書
に
依
て
，
久
が
綱
の
子
と
し
て
、
久
安
元
年
初
め
て
鋲
四
に
下
る
等
の
説
を
否
定
し
て
あ
る
。
そ
れ
は
と
に
か

1
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松
浦
職
の
發
腱
及
び
其
の
溌
的
喉
活
五
四

目
錐
に
石
志
と
土
毛
の
凹
至
の
番
き
方
が
鍵
で
あ
る
。
要
す
る
に
此
の
二
通
は
遮
か
に
信
じ
雌
き
も
の
あ
る
や
う
で
あ

る
が
、
既
に
康
永
以
前
の
も
の
で
、
石
志
の
雁
史
の
明
か
な
醜
、
何
か
訴
訟
の
爲
め
の
必
要
等
に
依
て
作
ら
れ
た
か
、

或
は
手
を
加
へ
ら
れ
た
も
の
か
と
も
恩
は
れ
る
。
之
れ
を
嘉
唯
元
年
（
康
和
よ
り
六
十
餘
年
後
）
十
二
月
四
日
、
加
在

判
よ
り
、
石
志
二
郎
に
宛
て
た
川
伽
の
誰
壯
に
比
較
す
る
に
，
其
の
所
恢
目
錐
は
「
波
田
、
並
石
志
遜
、
加
部
、
土
毛

事
」
と
あ
っ
て
、
康
和
の
そ
れ
と
同
様
で
あ
る
か
ら
、
若
し
隅
作
し
た
と
し
て
も
此
の
時
代
の
事
従
を
韮
礎
と
し
た
と

見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
ら
、
今
姑
く
之
れ
を
参
考
す
る
こ
と
ｋ
し
た
。

之
れ
等
の
史
料
に
擦
れ
ば
石
志
氏
は
下
松
浦
蹴
の
中
心
勢
力
で
あ
っ
た
と
忠
は
れ
る
宇
野
御
厨
の
嶮
校
職
を
机
体
し

て
ゐ
た
松
浦
久
の
子
勝
が
、
宗
家
か
ら
其
の
束
西
松
浦
郡
内
の
若
子
の
所
仙
を
典
へ
ら
れ
て
、
其
の
地
に
入
部
分
家
し

た
も
の
で
あ
ら
う
と
恩
は
れ
る
。
扱
て
此
の
粥
唯
の
謹
狄
の
次
に
存
す
る
誕
状
は
下
の
如
く
あ
る
の
で
あ
る
。
す
な
は

ち
承
元
元
年
間
四
月
十
日
源
登
、
源
登
述
群
の
讓
欣
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
は
石
志
、
土
毛
、
大
粉
と
あ
り
、
大
粉
は
之

よ
り
先
他
よ
り
鹿
分
を
受
け
た
論
文
が
あ
る
。
か
く
て
新
に
大
粉
が
、
鋒
巾
に
加
は
っ
て
ゐ
る
が
、
波
田
、
加
部
の
二

地
・
か
失
は
れ
て
ゐ
る
。
次
の
建
長
四
年
三
月
二
十
七
日
の
潔
と
「
か
な
ふ
」
連
名
の
談
欣
に
は
「
合
二
ヶ
所
軒
い
し
比
、

と
も
」
と
あ
り
建
長
の
讓
状
の
目
録
の
通
り
で
あ
る
。
次
の
文
永
十
一
年
十
月
十
六
日
の
無
の
讓
欣
に
も
「
布
志
土
毛

間
事
」
と
あ
り
、
次
の
建
武
三
年
三
月
三
日
在
御
判
の
讓
状
に
は
、
「
ま
つ
ら
の
さ
い
か
う
い
し
、
の
む
ら
、
と
も

の
う
ら
、
ぷ
ん
ど
の
く
に
く
ん
こ
う
の
ち
」
と
あ
り
、
蝋
後
の
所
伽
新
加
に
つ
い
て
は
弘
安
十
年
の
幕
府
の
下
知
状
が

あ
る
。
次
の
勝
雁
二
年
四
月
二
十
九
日
の
沙
蠅
定
阿
の
談
欣
に
は
右
の
三
川
の
外
に
肥
前
安
爾
庄
内
及
び
同
剛
河
刑
庄



内
の
二
所
を
加
へ
て
ゐ
る
。
こ
の
二
所
は
雁
應
以
後
の
勤
功
地
で
あ
ら
う
。
こ
の
讓
状
の
以
後
は
全
く
文
書
を
峡
い

島
も
佐
志
氏
に
僻
は
り
、
更
ら
に
そ
れ
が
、
前
に
述
べ
た
通
り
、
佐
志
氏
の
分
派
の
一
つ
で
あ
る
有
沌
二
家
の
中
の
一

家
に
相
博
せ
ら
れ
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
た
世
か
く
推
定
す
る
に
就
い
て
は
、
一
の
支
障
が
あ
る
。
そ
れ
は
石
志

氏
の
所
領
中
に
佐
志
の
地
名
の
な
い
事
で
あ
る
。
併
し
こ
れ
は
、
波
多
汕
と
あ
る
中
に
佐
志
が
含
ま
れ
て
ゐ
た
と
解
す

る
事
も
出
來
る
。

ノ
、

猫
ほ
こ
上
に
附
言
す
べ
き
事
が
あ
る
ｃ
石
志
の
文
神
に
文
永
の
役
に
於
け
る
蛍
亜
な
文
献
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
さ

き
に
述
べ
た
文
永
十
・
一
年
十
月
十
六
日
の
飛
の
徳
欣
の
文
中
に
、

蒙
剛
人
之
合
戦
仁
、
嫡
子
二
郎
を
は
相
具
天
む
け
候
あ
い
だ
、
息
災
に
て
も
ど
ら
ん
事
も
、
あ
り
が
た
く
候
へ
ぱ
、

隙

れ
う
し
に
あ
て
Ｌ
、
所
領
の
て
つ
ぎ
せ
し
む
る
と
こ
ろ
也
，
若
又
二
郎
い
の
ち
い
き
た
ら
ん
に
お
き
て
は
、
一
後
の

ほ
ど
、
す
こ
し
の
さ
ま
た
け
あ
る
べ
か
ら
ず
（
前
後
略
）

峡
湘
懲
の
滋
展
及
び
其
の
職
的
生
活
『
五
五

右
代
堂
相
傳
の
文
書
に
擦
り
、
嘉
應
以
後
承
元
以
前
の
相
傳
の
際
．
波
川
浦
及
び
祁
戸
島
の
叩
地
が
石
志
氏
の
宗
家

以
外
に
讓
渡
さ
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
と
恩
は
れ
る
が
、
今
之
れ
に
開
す
る
文
諜
は
仰
は
ら
な
い
。
さ
き
に
佐
志
氏
が
波

田
を
波
多
氏
に
体
へ
た
も
の
で
あ
ら
う
と
述
べ
、
そ
し
て
此
の
相
体
に
よ
り
、
波
多
氏
は
佐
志
氏
か
ら
分
派
し
た
も
の

で
あ
る
こ
と
を
推
定
し
た
や
う
に
、
佐
志
氏
は
波
川
村
を
石
志
氏
か
ら
仰
へ
た
も
の
と
推
定
せ
ぱ
、
此
の
土
地
和
博
の

關
係
に
よ
り
、
佐
志
氏
は
石
志
氏
か
ら
、
分
派
し
た
も
の
で
あ
ら
う
こ
と
を
推
定
し
得
る
や
う
で
あ
る
。
同
様
に
祁
部

で
ゐ
る
○

Ｉ
，
’



I

弘
安
四
年
畔
悶
七
月
十
六
日
源
兼
在
判

と
あ
る
。
弘
安
四
年
間
七
月
十
六
口
と
い
へ
ぱ
、
蒙
古
を
全
く
雌
遇
し
て
既
に
一
迦
川
、
こ
上
に
文
永
の
蒙
古
合
戦
を

前
に
し
て
書
い
た
誰
壯
に
抑
ぴ
保
諦
を
し
て
ゐ
る
の
は
，
兇
慨
の
命
が
助
か
っ
た
の
で
、
か
う
し
た
戦
後
の
唯
世
を
な

し
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
。
弘
安
の
役
の
勤
功
と
し
て
賜
っ
た
も
の
か
、
左
の
如
き
御
教
神
が
禰
志
文
書
に
あ
る
。

肥
前
剛
松
浦
庄
恢
家
職
事
、
付
地
頭
、
知
行
之
分
、
各
可
沙
汰
子
地
顕
之
狄
、
依
仰
執
逹
如
件

．
弘
安
八
年
十
一
月
二
十
五
日
和
拱
守
御
判

あ
る
。

松
浦
鯉
の
凌
展
及
び
其
の
髄
的
生
活
五
六

と
あ
り
、
文
永
役
に
附
し
諸
家
文
誓
は
徴
す
べ
き
も
の
進
だ
少
い
の
で
あ
る
か
ら
、
此
の
文
献
は
誠
に
武
亜
と
い
ふ
ぺ

く
‘
十
月
十
四
日
賊
壷
岐
を
催
し
、
翌
日
守
誰
代
平
景
隆
が
討
死
し
た
。
之
れ
等
の
戦
細
を
知
っ
た
娘
が
決
死
の
川
仲

を
な
し
、
恐
ら
く
十
六
日
陣
中
に
於
て
此
誕
文
を
書
い
た
も
の
で
あ
ら
う
。
伏
敵
細
川
收
八
帖
憩
飛
記
に
類
從
本
及
び

筑
紫
本
八
幡
憩
訓
に
は
見
え
な
い
「
十
六
日
十
七
日
（
文
永
十
一
年
十
川
）
平
戸
、
能
古
、
雌
烏
逢
の
男
女
多
く
姉

ら
る
、
松
浦
難
敗
北
す
」
の
文
句
は
後
人
の
加
筆
で
あ
っ
て
、
事
世
を
一
狭
っ
て
ゐ
る
の
は
此
の
文
諜
に
依
っ
て
明
白
で

更
ら
に
興
味
あ
る
こ
と
は
、
右
文
永
十
一
年
の
縦
の
誕
状
の
裏
に
兼
が
再
び
保
證
の
丈
を
響
い
て
ゐ
る
。
共
の
文
に

叉
か
や
う
に
、
ゆ
つ
り
た
て
ま
つ
り
て
の
ち
‐
た
と
い
い
づ
れ
の
子
な
り
と
い
ふ
と
も
、
四
郎
よ
り
ほ
か
は
、
た
ぶ

叉
か
や
う
に
、

べ
か
ら
ず
候

陸
奥
守
御
判



領
に
限
ら
れ
た
脈
の
価
家
職
の
意
で
あ
ら
う
。
東
寺
文
書
元
徳
三
年
川
月
日
、
雌
勝
光
院
所
司
の
訴
状
に
披
れ
ば
、
同

莊
の
本
家
は
妓
勝
光
院
で
、
本
家
料
百
二
十
石
で
あ
る
。
然
る
に
異
剛
要
需
の
爲
め
、
地
頭
等
一
Ⅲ
特
価
す
る
に
至
っ

た
。
既
に
し
て
正
中
元
年
榊
莊
は
東
寺
に
附
せ
ら
れ
た
が
、
爾
来
地
頭
は
本
家
役
を
樅
領
す
る
に
至
っ
た
、
云
糞
と
見

え
て
ゐ
る
。
か
く
街
莊
の
本
家
は
妓
勝
光
院
か
ら
東
寺
と
机
傳
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
領
家
は
誰
で
あ
る
か
不
明
で
あ

る
。
或
は
平
氏
が
緬
家
職
を
有
し
て
ゐ
た
の
が
、
北
ら
滅
亡
と
と
も
に
、
本
家
に
蹄
し
て
ゐ
た
の
を
弘
安
の
役
後
、
其

の
価
家
職
が
復
興
せ
ら
れ
、
そ
れ
を
勤
功
の
災
と
し
て
砿
・
門
の
地
頭
に
つ
け
ら
れ
た
こ
と
石
志
氏
の
如
き
も
の
が
あ
っ

た
の
で
あ
ら
う
。
そ
れ
を
雌
勝
光
院
所
司
の
訴
状
に
異
剛
嬰
詳
の
篤
め
、
地
頭
一
川
杵
恢
す
と
あ
一
ｎ
の
で
あ
ら
う
。
石

志
氏
は
鎌
倉
時
代
に
は
（
少
く
と
も
正
元
以
前
）
打
芯
の
地
顕
で
あ
り
、
同
時
に
松
浦
砿
の
莊
司
に
袖
せ
ら
れ
て
ゐ

た
。
暦
仁
元
年
十
二
月
日
の
妓
勝
光
院
の
下
文
が
あ
る
。
文
に
狐
潔
方
人
任
論
文
逝
叫
所
袖
任
如
件
」
と
あ
る
。

之
れ
に
開
し
、
翌
弘
安
九
年
二
月
九
日
附
、
石
志
四
郎
宛
て
、
沙
彌
在
判
の
施
行
状
が
同
じ
く
石
志
文
書
に
あ
る
。
こ

の
事
資
は
松
祁
鎭
を
上
下
に
痕
別
し
て
老
へ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
に
就
い
て
は
、
斑
島
氏
の
斑
島
の
諸
所
と
な

っ
た
事
等
と
併
は
せ
て
、
炎
重
な
事
変
で
あ
る
。
猫
ぼ
後
に
言
及
し
た
い
。
此
の
際
進
ん
で
石
志
氏
の
東
西
松
油
郡
に

散
在
し
て
ゐ
た
所
領
は
松
浦
莊
内
に
脇
し
て
ゐ
た
こ
と
を
注
意
し
て
世
き
た
い
。
そ
れ
は
布
志
氏
が
松
湘
准
の
価
家
職

を
附
せ
ら
れ
て
ゐ
る
期
で
も
明
瞭
で
あ
ら
う
。
こ
ｋ
に
仙
家
職
と
い
ふ
が
杢
莊
の
価
家
職
で
は
な
く
て
、
打
志
氏
の
所

松
浦
蝋
の
發
腱
及
び
其
の
蹴
的
喉
活

（
五
）
相
知
氏
と
大
河
野
氏

１

五
七

1



伊
万
里
文
書
に
見
え
て
ゐ
る
。

如
何
な
れ
ば
一
族
の
跡
と
し
て
、
秀
に
對
し
て
直
、
韮
邨
、
兜
側
及
び
浦
等
四
人
の
分
が
、
加
恩
せ
ら
れ
た
か
、
其

の
事
怖
は
知
る
よ
し
も
な
い
が
、
そ
れ
は
今
こ
上
で
は
多
く
Ⅲ
ふ
所
で
な
い
。
相
知
の
一
族
が
多
く
分
立
し
て
．
そ
れ

人
、
地
頭
の
名
を
號
し
て
ゐ
た
事
を
知
る
こ
と
を
以
て
減
足
す
る
も
の
で
あ
る
。
永
和
三
年
三
月
十
二
日
探
題
今
川
了

俊
か
大
河
野
の
土
地
の
事
に
開
し
て
下
し
た
御
教
書
の
宛
名
に
、
和
知
美
濃
守
、
相
知
中
山
怖
前
守
と
あ
る
も
の
が
、

松
浦
潔
の
發
鵬
及
び
其
の
蝋
的
生
活
五
八

松
浦
文
諜
熱
に
吉
野
時
代
の
机
知
文
響
が
十
数
迦
ば
か
り
收
め
て
あ
る
。
そ
れ
は
松
浦
加
知
小
次
郎
入
逝
蓮
弧
及
び

其
の
子
同
孫
太
郎
（
後
治
部
左
術
Ⅲ
）
秀
に
州
す
る
も
の
で
あ
る
。
之
れ
等
の
文
番
を
見
る
と
、
此
の
父
子
は
沁
弘
三

年
後
醍
醐
天
皇
の
紬
旨
を
奉
じ
て
畢
兵
し
、
後
に
は
武
家
方
と
な
っ
て
派
動
し
た
跡
が
、
了
解
さ
れ
た
。
併
し
こ
上
に

究
め
や
う
と
す
る
其
の
家
系
や
他
の
松
汕
灘
諾
家
と
の
家
系
上
の
鯏
係
等
は
一
切
分
明
で
な
い
。
た
営
左
に
示
す
幕
府

の
下
文
に
擦
っ
て
、
一
族
が
祁
唯
に
搬
が
つ
て
ゐ
た
こ
と
だ
け
は
明
ら
か
で
あ
る
。

晃
凹
跡
、
彌
十
郎
満
跡
地

右
爲
勤
功
之
焚
所
宛
行
也
、

槻
膝
元
年
十
月
十
九
日

下
松
浦
相
知
孫
太
郎
秀

可
合
早
領
知
、
肥
前
岡
松
浦
西
郷

蝿
凹
跡
、
彌
十
郎
清
跡
地
砿
職
事

肥
前
岡
松
汕
西
郷

（
花
押
）
（
姪
刷
蝉
氏
）

相
知
村
内
、
小
太
郎
直
跡
獅
癖
子
同
一
二
郎
入
道
蓮
極
跡
、
同
左
衞
門
五
郎
入
道

早
守
先
例
可
致
沙
汰
之
條
如
件

＝



東
松
浦
郡
浅
村
湘
音
寺
所
瓶
文
将
と
し
て
、
佐
志
の
齊
庄
屋
岸
田
氏
の
蒋
瓶
の
中
に
次
の
如
き
文
普
が
あ
る
。
叉
東
松

浦
の
馬
場
村
妙
晋
寺
は
相
知
築
地
氏
の
菩
提
寺
で
あ
っ
て
、
正
平
十
五
年
に
賜
は
っ
た
勅
願
寺
の
諭
旨
等
が
太
宰
符
内

誌
に
見
え
て
居
る
。

可
合
早
領
知
肥
前
剛
伊
佐
早
庄
堕
耐
田
村
拾
町
垂
孵
娠
同
剛
松
油
刺
田
吉
丸
六
郎
跡
五
町
、
同
閏
晴
氣
庄
内
垂
井

村
登
町
、
納
所
又
三
郎
跡
地
顕
職
事

右
以
西
多
久
小
次
郎
、
納
所
三
郎
跡
‐
替
爲
勤
功
之
賞
所
宛
行
也
、
早
守
先
例
可
令
伽
掌
欣
如
件

獅
唯
二
年
十
二
月
汁
五
日

（
直
冬
）

源
朝
臣
（
花
押
）

之
れ
等
に
擁
て
相
知
氏
の
分
族
に
は
、
机
知
中
山
姓
あ
り
、
机
知
築
地
姓
等
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
前
の
直
、
浦
、
蓮

種
、
晃
凹
等
も
そ
れ
人
、
和
知
何
盈
と
號
す
る
家
だ
の
人
掩
で
あ
ら
う
。
今
東
松
浦
郡
の
西
南
部
に
机
知
村
あ
り
（
机

知
と
い
ふ
繊
逝
畔
も
あ
る
）
府
津
か
ら
小
城
、
佐
斑
方
面
に
通
ふ
嬰
術
を
占
め
、
松
池
川
の
流
域
に
位
し
て
ゐ
る
。
相

知
氏
は
と
Ｌ
に
土
論
し
て
、
東
松
汕
蹴
の
南
の
抑
へ
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
併
し
む
く
し
批
の
系
統
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
出
來
な
い
。
け
れ
ど
も
東
松
浦
嘘
お
他
の
家
凌
に
比
べ
て
、
朝
廷
や
武
家
方
、
殊
に
朝
廷
よ
り
相
術
亜
ん
ぜ
ら
れ

た
家
で
あ
る
こ
と
は
、
前
記
の
机
知
文
将
に
擁
て
知
ら
れ
る
。
即
ち
術
時
怖
旨
わ
賜
は
つ
た
こ
と
少
く
と
も
三
度
に
及

ん
で
居
り
、
叉
雑
訴
決
断
所
牒
が
同
氏
の
新
勤
功
地
の
鰯
め
、
筑
後
剛
守
誰
所
に
發
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

松
浦
職
の
溌
展
及
び
其
の
蝋
的
生
活
五
九

下
松
浦
相
知
築
地
孫
十
郎
正

I

i



中
村
文
書
建
武
三
年
六
Ｈ
日
、
中
村
孫
川
郎
入
逝
榮
永
の
言
上
状
に
は
同
年
五
月
筑
後
図
鳥
海
合
戦
に
参
加
し
て
ゐ

る
こ
と
は
、
秘
浦
塞
井
八
郎
、
同
（
松
浦
）
中
鵬
孫
次
郎
等
兇
知
す
る
と
こ
ろ
と
あ
る
。
然
れ
ば
寒
井
中
鵬
等
の
松
浦
蝋

も
此
の
戦
に
参
一
加
し
て
ゐ
た
の
で
あ
り
、
彼
れ
等
は
何
れ
も
術
時
和
常
な
松
浦
蝋
の
家
盈
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

ザ
ウ
ズ
キ

か
ろ
。
今
東
松
浦
郡
久
里
村
字
双
水
あ
り
。

石
志
文
書
正
元
二
年
三
川
二
十
九
日
孵
軍
家
政
所
の
下
文
及
び
文
膝
元
年
六
月
十
七
日
守
謹
所
の
施
行
状
に
擁
れ

松
浦
蹴
の
礎
展
及
び
典
の
戦
的
中
活
六
○

こ
ｋ
に
相
知
の
北
隊
大
河
野
の
大
河
野
氏
一
族
中
に
起
っ
た
土
地
の
糀
術
に
つ
い
て
、
机
知
氏
も
關
係
せ
し
め
ら
れ

て
ゐ
る
こ
と
が
あ
る
。
伊
万
皿
文
禅
に
振
れ
ば
水
和
年
中
伊
万
里
巾
務
・
水
貞
の
所
仙
で
あ
る
大
河
野
對
馬
入
逆
聖
本
心

跡
、
大
河
野
村
の
内
向
村
に
對
し
、
大
河
野
Ⅶ
前
守
有
術
が
逮
飢
を
な
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
同
二
年
今
川
了
俊
が
有

術
に
令
し
、
之
れ
を
止
め
ん
と
し
、
同
三
年
三
月
十
二
ｎ
又
和
知
美
濃
椛
守
、
和
知
中
山
備
前
椛
守
に
令
し
、
之
れ
を

止
め
し
め
ん
と
し
、
同
年
五
月
十
九
日
又
机
知
美
慨
樅
守
に
同
様
の
事
に
就
い
て
、
厳
し
く
命
令
し
て
ゐ
る
。
伊
万
里

氏
は
室
町
時
代
の
中
頃
以
後
に
於
て
も
、
此
の
所
価
を
全
う
し
て
ゐ
た
。
（
伊
万
里
文
書
）
伊
万
里
貞
と
大
河
野
盟
前

と
の
手
ひ
に
、
相
知
氏
が
關
係
せ
し
め
ら
れ
た
の
は
、
如
何
な
る
皿
山
の
存
す
る
も
の
で
あ
ら
う
か
。
或
は
相
知
大
河

野
皆
同
族
で
あ
っ
た
が
故
に
、
了
俊
は
特
に
こ
の
は
か
ら
ひ
を
鱒
し
て
、
祁
知
氏
を
し
て
大
河
野
蝋
前
を
制
せ
し
め
た

も
の
か
も
知
れ
な
い
。

（
六
）
其
の
他
の
諸
氏
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二
１

松
浦
職
の
凝
峻
及
び
其
の
蕪
的
生
活
六
二

鑑
に
波
多
殿
内
に
て
叩
斐
守
（
日
商
）
大
名
也
、
雅
州
城
代
を
持
つ
等
の
記
事
あ
り
、
其
の
外
日
高
大
隅
守
の
韮
、
日

高
和
泉
守
の
大
川
村
に
あ
る
館
岫
等
の
薪
を
錐
し
、
松
汕
難
な
る
こ
，
ｃ
を
附
記
し
て
ゐ
る
。
猫
本
書
に
は
日
商
は
宗
任

三
男
よ
り
川
づ
と
体
へ
て
ゐ
ろ
。
竹
崎
季
蛋
の
蒙
古
襲
来
納
詞
の
約
に
季
長
等
と
一
締
に
旦
局
二
薊
（
秤
三
）
と
あ
る
も

此
日
商
氏
で
あ
ら
う
か
。
今
日
向
に
日
商
雌
が
多
い
、
或
は
日
商
三
郎
は
日
向
方
面
の
者
か
不
明
で
あ
る
。

の
日
高
か
こ
の
日
高
か
分
明
で
な
い
。

以
上
諸
氏
の
中
で
鵬
打
、
中
冊
、
日
商
等
の
諸
氏
名
の
起
原
と
な
っ
た
と
思
は
れ
る
土
地
名
が
、
束
西
松
浦
郡
の
中

に
は
發
見
さ
れ
な
い
。
鴨
打
は
或
は
筑
後
苅
知
で
は
あ
る
ま
い
か
。
恐
ら
く
他
か
ら
家
名
を
持
込
ん
だ
松
浦
源
氏
以
外

の
も
の
で
あ
っ
た
ら
弓
。
そ
れ
が
下
松
浦
蹴
の
場
合
に
述
ぺ
た
通
り
漸
時
源
氏
化
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
而
し
て
之
れ

等
を
除
い
て
は
大
方
二
難
に
分
つ
と
と
が
川
來
る
や
う
で
あ
る
。
其
の
一
は
石
志
、
志
佐
を
中
心
と
し
て
分
派
し
、
又

は
分
派
化
せ
ら
れ
た
る
も
の
、
他
の
一
は
相
知
大
河
野
僻
田
の
一
蹴
で
あ
る
。
而
し
て
之
れ
等
叩
難
の
も
の
は
史
ら
に

一
つ
で
あ
る
か
ど
う
か
、
老
へ
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
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